
まちづくり情報誌

今月の見どころ

広報

多賀城

2012（平成24年）

5月12日、市立図書館であおぞら図書館ま
つりが開催されました。「本の架け橋プロジェ
クト」のコーナーでは福岡県太宰府市、大野
城市の皆さんから贈られたリサイクル本を来
場者に提供しました。
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　本市では震災からの早期復興を目指して「多賀城市震災復興計画」を定めています。
　この復興計画に掲げる①生活再建と産業再興、②災害に対応した安全安心の確保、③震災経験の
伝承とまちの魅力度向上の3つのビジョンを早期に実現するため、復興計画に定める事業の一部に
ついて、「復興交付金制度※」を活用して進めます。
　今回は、1避難道路、2浸水対策、3津波対策、4災害公営住宅の4事業についてご紹介します。
　なお、今後も復興交付金制度を活用して進める事業の進展や、新たに追加する事業について随時
お知らせします。

　国道45号、県道仙台塩釜線（産業道路）などの主要な道路は本市を東西に横断しており、津波襲来
時に高台方向へ避難する幹線道路が少ない状況でした。現地再建を基本に考える本市では、津波襲
来時の避難路として、町前・八幡地区から東田中・城南地区に逃げるための「清水沢多賀城線」と、
桜木・栄地区から鶴ケ谷・丸山地区に逃げるための「笠神八幡線」を整備します。
　二路線ともに本年度は調査、測量、設計を行い、平成26年度からの工事着手を目指し、早期開通
に向けて事業を進めていきます。

　震災による地盤沈下などの影響もあって、大雨による床上、床下の浸水被害が発生しています。
　市では現地再建による復興を目指す上で、雨水浸水被害を軽減することが重要と考え、浸水対策
対象地域の雨水排水路整備と雨水ポンプ施設の増強を推進します。
　排水路、ポンプ施設ともに、本年度は基礎的な調査や設計を行い、平成25年度から本格的に工事
を開始します。

　今回と同程度の規模の津波が襲来した場合に、市内への津波とがれきの流入を最大限抑える対策
として、鉄塔敷を活用して盛り土や防災林、防災公園の整備を行います。盛り土と防災林について
は本年度は調査や設計を行い、平成25年度には完了を目指して取り組みを推進します。

　震災により住宅を失い、住宅の確保が難しい被災者の方を対象に、桜木地区に約150世帯が入居
できる災害公営住宅を建設します。平成26年度完成を目指し、本年度は調査、測量、設計を進めます。
今回の災害公営住宅は、津波避難ビルとしての機能を持たせ、集会スペースなどを設置することを
計画しています。
　なお、当該地は、（仮称）第七小学校の建設予定地でしたが、災害公営住宅建設の必要性と少子化
の影響を踏まえて同小学校の建設を取りやめました。ご理解をお願いします。
　また、桜木地区以外にも、災害公営住宅建設の検討を進めており、計画のめどがつき次第、お知
らせします。

問／市長公室震災復興推進局　内線261、262

※復興交付金制度とは
　東日本大震災復興交付金制度とは、東日本大震災復興特別区域法に定められたもので、東日本大震災
により著しい被害を受けた地域の円滑かつ迅速な復興のために実施する必要がある事業に対して、国か
ら交付金が交付される制度です。
　対象となる主な事業には、公営住宅整備、避難道路、多重防御施設整備などがあります。

復興に向かって一歩前へ
―復興の取り組みの概要をお知らせします―

●災害公営住宅イメージ図
　（棟数、デザインは調整中です。実際に建設するものとは異なる場合があります）

1 避 難 道 路

2 浸 水 対 策

3 津 波 対 策

4 災 害 公 営 住 宅
●多賀城市域図

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

仙台港北IC

（仮称）多賀城IC

多賀城駅
砂押川

仙台
塩釜
線

盛土・防災林

笠神八幡線

緊急避難路
　　物流路

多賀城高校

陸上自衛隊
多賀城駐屯地

城南小学校

高崎中学校

清水沢多賀城線

八幡小学校

災害公営住宅

国道4
5号

（産業道路）

凡例
避難道路
浸水対策対象地域
盛土・防災林
災害公営住宅

防災公園

塩竈市

七ケ浜町

仙台市
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　
被
災
し
た
住
宅
用
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方（
原
子
力
災

害
に
よ
る
警
戒
区
域
内
に
住
宅
用
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

を
含
む
）が
、
新
た
に
代
替
資
産
を
取

得
し
た
場
合
、
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

減
額
と
な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

【
被
災
資
産
要
件
】

①
家
屋
…
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
家
屋
で
、
り
災
証
明
書
の
判
定

が「
半
壊
」以
上
で
、
解
体
撤
去
ま
た
は

売
却
等
の
処
分
を
し
た
も
の（
非
住
家

で
浸
水
深
の
被
害
の
証
明
書
を
お
持
ち

の
場
合
は
別
途
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

②
土
地
…
①
の
家
屋
の
敷
地
で
あ
り
、

平
成
23
年
度
に
お
い
て
住
宅
用
地
の
特

例
を
受
け
て
い
た
土
地

【
震
災
特
例
の
内
容
】

①
代
替
家
屋
の
取
得
な
ど
に
係
る
特
例

　
代
替
家
屋
に
係
る
税
額
の
う
ち
、
被

災
家
屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ
い
て
、

取
得
後
4
年
度
分
は
2
分
の
1
、
そ
の

後
2
年
度
分
は
3
分
の
1
を
減
額
し
ま

す
。

　
新
築
住
宅
に
係
る
特
例
な
ど
、
他
の

減
額
特
例
が
あ
る
場
合
は
重
ね
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
　
年
中
に
新
築
し
、
家

地
域
商
業
等
事
業
再
開
支
援
補
助
金

　

震
災
で
被
災
し
た
店
舗
を
復
旧（
補

修
や
建
て
替
え
、
別
の
店
舗
の
借
り
上

げ
な
ど
）す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
／
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

中
小
企
業
者

・
卸
売
業
、
小
売
業
、
運
輸
業
、
飲
食

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事

・施
設（
店
舗
、事
務
所
、作
業
場
な
ど
）

の
被
害
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊

・
原
則
と
し
て
県
内
で
事
業
再
開

・
国
・
県
が
実
施
す
る
施
設
設
備
関
連

支
援
事
業
を
利
用
し
て
い
な
い

・
補
助
対
象
経
費
が
2
0
0
万
円
以

上（
税
抜
き
）

対
象
経
費
／
施
設
・
設
備
の
復
旧
に
要

す
る
経
費
。
代
替
施
設・設
備
の
取
得・

借
上
経
費
を
含
み
ま
す
が
、
最
大
24
カ

月
分
、
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
の
も

の補
助
率
／
2
分
の
1
以
内

限
度
額
／
上
限
3
0
0
万
円
、
下
限

1
0
0
万
円

申
込
期
限
／
6
月
29
日
㈮

申
込
・
問
／
宮
城
県
商
工
経
営
支
援
課

商
業
振
興
班

☎
2
1
1
・
2
7
4
6

多賀城市被災事業者支援事業補助金をご活用ください
　多賀城市被災事業者支援事業補助金の申し込みを受け付けています。住居が多賀城市外であっても、店舗・事
業所等が多賀城市内であれば対象です。また、大企業や、アパート・マンション・貸家等を経営する不動産賃貸
事業者も対象となるので、申請の済んでいない事業者さまはお申し込みください。

市
議
会
定
例
会
開
会
の
お
知
ら
せ

　
平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
を
次
の
と

お
り
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
6
月
8
日
に
開
催
予
定

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
6
月
8
日
以

降
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1
、
3
1
2

※
議
会
だ
よ
り
第
79
号
7
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た「
自
主
解
体
し
た
家
屋
に
も
助

成
金
を
」の
回
答
の
中
で
、
説
明
不
足

が
あ
り
ま
し
た
。
助
成
金
の
対
象
と
な

る
の
は
、
平
成
23
年
5
月
5
日
以
前
に

契
約
締
結
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、当
該
助
成
に
か
か
る
受
付
は
、

平
成
23
年
12
月
28
日
を
も
っ
て
、
終
了

し
ま
し
た
。

者
の
登
記
申
請
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
に

資
す
る
た
め
、
県
内
の
被
災
地
域
に
お

い
て
、
登
記
官
の
職
権
に
よ
り
順
次
、

滅
失
登
記
を
行
い
ま
す
。
特
に
急
が
れ

る
場
合
を
除
い
て
は
、
自
ら「
建
物
滅

失
登
記
」を
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（※）

　
仙
台
法
務
局
に
お
い
て
建
物
滅
失
登

記
を
行
っ
た
場
合
は
、
所
有
者
の
方
に

通
知
を
し
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
建
物
の
損
壊
が
そ
の
一
部
に

す
ぎ
ず
、
全
体
が
滅
失
し
た
と
は
認
定

で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
職
権
に
よ
る

滅
失
登
記
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（※）
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
平
成
23
年
中

に
取
り
壊
し
た
家
屋
で
市
で
解
体
を
し

て
い
な
い
場
合
は
、
家
屋
滅
失
届
を
税

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
法
務
局

☎
0
1
2
0
・
2
2
7
・
7
4
6

屋
調
査
の
際
に
聞
き
取
り
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
は
申
告
不
要
で
す
。

②
代
替
住
宅
用
地
の
取
得
に
係
る
特
例

　
代
替
住
宅
用
地
の
う
ち
、
被
災
住
宅

用
地
に
相
当
す
る
部
分
を
、
取
得
後
3

年
度
分
は
住
宅
が
建
築
さ
れ
な
く
て
も

住
宅
用
地
と
し
て
課
税
し
ま
す
。（
住
宅

用
地
の
場
合
、
さ
ら
地
と
し
て
課
税
し

た
場
合
よ
り
も
税
額
が
低
く
な
り
ま
す
）

③
代
替
償
却
資
産
の
取
得
等
に
係
る
特
例

　
代
替
と
な
る
償
却
資
産
を
取
得
ま
た

は
改
良
し
た
場
合
、
取
得
ま
た
は
改
良

後
4
年
度
分
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
を
2
分
の
1
と
し
ま
す
。

　
ほ
か
の
減
額
特
例
が
あ
る
場
合
は
重

ね
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
特
例
適
用
と
な
る
対
象
者
】

①
被
災
住
宅
用
地
、
被
災
家
屋
の
所
有

者
ま
た
は
相
続
人

②
被
災
住
宅
用
地
、
被
災
家
屋
の
所
有

者
の
3
親
等
内
の
親
族
で
、
代
替
家
屋

に
所
有
者
と
同
居
す
る
方

＊
他
市
町
村
で
被
災
し
、
新
た
に
本
市

で
代
替
資
産
を
取
得
し
た
方
も
対
象
で

す
。

　
な
お
、
震
災
時
に
借
家
・
ア
パ
ー
ト

等
に
お
住
ま
い
で
、
震
災
後
に
土
地
・

家
屋
を
取
得
し
た
人
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

【
申
告
に
必
要
な
提
出
書
類
】

①
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
代
替
資

産
特
例
適
用
申
告
書

②
り
災
証
明
書（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

半
壊
と
判
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）

③
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
ま
た
は
固

定
資
産
課
税
台
帳
登
録
事
項
証
明
書

（
平
成
23
年
度
に
本
市
か
ら
課
税
さ
れ

て
い
る
方
は
提
出
不
要
）

④
被
災
家
屋
の
処
分
を
確
認
で
き
る
書

類（
被
災
家
屋
の
建
物
滅
失
証
明
書
・

売
買
契
約
書・登
記
事
項
証
明
書
な
ど
）

⑤
申
請
者
が
相
続
人
な
ど
で
あ
る
場

合
、
相
続
人
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類（
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
な
ど
）

⑥
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
別
途
書
類

の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
代
替
償
却
資
産
の
提
出
書
類

に
つ
い
て
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

＊
原
子
力
災
害
に
よ
る
警
戒
区
域
内
に

所
在
す
る
被
災
資
産
の
代
替
と
し
て
取

得
し
た
資
産
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
〜
1
5
6

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
免
除

　
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
し
て

市
が
指
定
し
た
区
域
内
に
所
在
す
る
土

地
・
家
屋
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

と
同
様
に
、
平
成
24
年
度
分
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
を
免
除
し
ま
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
〜
1
5
6

宮
城
県
勤
労
者
地
震
災
害
特
別
融
資
制
度

　

震
災
で
被
災
し
た
被
雇
用
者
向
け

に
、
生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
者
／
次
の
①
、
②
の
要
件
を
満
た

し
た
被
雇
用
者（
そ
の
他
、
東
北
労
働

金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）

①
企
業
な
ど
に
勤
務
し
、
宮
城
県
内
に

住
所
か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

②
原
則
満
20
歳
以
上
、
勤
続
年
数
1
年

以
上
、
前
年
税
込
み
の
収
入
が
1
5
0

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

資
金
使
途
／
生
活
再
建
お
よ
び
復
旧
の

た
め
の
資
金

限
度
額
／
2
0
0
万
円

利
率
／
0
・
8
％（
固
定
）

融
資
期
間
／
10
年
以
内

担
保
・
保
証
／
不
要
・
別
途
保
証
料
が

必
要

・
団
体
会
員
の
方　
年
0
・
4
％

・
団
体
会
員
以
外
の
方　
年
0
・
8
％

必
要
書
類
／
り
災
証
明
書
な
ど

＊
そ
の
他
、
東
北
労
働
金
庫
が
必
要
と

認
め
る
書
類

保
証
料
補
給
の
ご
案
内
／

　
本
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
団
体
会
員

以
外
の
方
に
、
㈶
宮
城
県
労
働
者
福
祉
基

金
協
会
よ
り
、
融
資
に
伴
う
保
証
料
の
一

部
が
補
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
／
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で

問
／
東
北
労
働
金
庫
宮
城
県
本
部

☎
0
1
2
0
・
1
9
1
9
・
６
２

仙
台
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
震
災
に
よ
り
倒
壊
ま
た
は
流
失
も
し

く
は
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
被
災

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

企
業
の
皆
さ
ま
へ

※対象外となる事案
⑴倒壊（流失）が建物の一部の場合

建物 倒壊部分

居宅
倒壊

主
付属

物置

⑵敷地内に、2棟以上の建物が存在し、
　その一部が倒壊・流失した場合

第2回定例会会期日程（予定）

6月13日 水 本会議（条例ほか）

6月14日 木 休会

6月15日 金 補正予算特別委員会、本会議（採決）

6月16日㈯～18日㈪は休会

6月19日 火 本会議（一般質問）

6月20日 水 本会議（一般質問）

多賀城市被災事業者支援事業補助金

対 象 事 業 者

東日本大震災により施設または設備が被害を受けた事業者のうち、下記のすべてに該当する事業者
①震災時に現に市内で事業を営んでいた事業者
※�多賀城市内に事務所、店舗、支店等が存在する必要があります。お住まいは市外でも構いません。
②市内で施設および設備を復旧した事業者
③施設および設備の復旧に50万円以上の費用を要した事業者
●次の場合は対象外となります
1．�個人の事業者で平成23年11月1日時点で、国の被災者生活再建支援制度、東日本大震災災害義援
金、宮城県の住宅の応急修理制度等の国および地方公共団体による支援を受けた事業者

2．�平成23年11月1日時点において、宮城県が実施する中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業
や商店復旧支援補助事業等、国または地方公共団体の公的支援金の内定もしくは交付の決定を受け
た事業者

3．農業・漁業・水産養殖業を営む事業者
4．�風俗営業等の規制および業務の適正化等に関する法律の規定による規制を受ける営業を行う事業者
（同法第2条第1項第7号および第8号に掲げる営業を行う事業者を除く）

5．公的な機関等

対象施設・設備
施設：店舗、事務所、事業所、工場、倉庫、生産施設、加工施設、販売施設、検査施設、共同作業場、
原材料置き場、家賃収入を得ているアパート・マンション・貸家等
設備：事業の用に供する動産（商品の仕入れ資金は設備の復旧額とはみなしません）

補 助 金 額
①�施設および設備の復旧に要した経費が50万円以上100万円未満の場合：補助対象経費の10分の1
の額（1万円未満切り捨て）
②施設および設備の復旧に要した経費が100万円以上の場合：一律10万円
※申請から交付までに、1カ月程度要します。

申 請 期 間 平成25年3月29日㈮まで（土曜・日曜日、祝祭日および年末年始は除く。）

必 要 書 類

①補助金交付申請書兼請求書（市ホームページからダウンロードできます。）
②施設および設備の被災状況が確認できる書類および写真（り災証明書の写しなど）
③�施設および設備の復旧に要した経費が確認できる書類（領収書の写しなど実際に支払った額が確認で
きるもの）
④復旧工事の施工前および施工後が確認できる写真
⑤預金通帳の写し
⑥法人市民税納税申告書の写し（※個人事業主の場合は確定申告書の写し）

提 出 先 多賀城・七ケ浜商工会多賀城事務所（多賀城市伝上山三丁目1－12）　連絡先365-7830
問 い 合 わ せ 市役所4階商工観光課商工係　連絡先368-1141（内線471～473）
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　平成23年度予算の下半期（平成23年10月1日～平成24年3月31日）の執行状況や財産に関する事
項についてお知らせします。
　平成23年度予算の下半期の執行状況は、歳入では予算額約413億円に対し、収入済額が約357億円（収
入率は86.4％）、支出済額が約274億円（執行率は66.5％）となっています。

一
般
会
計
の
状
況

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
金
額
は
平
成
24

年
３
月
31
日
時
点
で
の
状
況
の
た
め
、

実
際
の
決
算
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
の
会
計
年
度
は
４
月
１

日
か
ら
始
ま
り
、
翌
年
３
月
31
日
で
終

わ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
収
入
や
支
出

を
整
理
す
る
期
間（
出
納
整
理
期
間
）が

５
月
31
日
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
３
月
31
日
に
完
了
し
た
事

業
に
対
し
て
支
払
い
を
行
う
場
合
な

ど
、
支
払
い
や
収
入
の
手
続
き
だ
け
が

３
月
31
日
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

る
た
め
で
す
。

　
な
お
、
歳
出
は
、
予
算
額
を
超
え
て

支
出
す
る
こ
と
が
き
ま
せ
ん
の
で
、
決

算
に
お
い
て
も
執
行
率
が
１
０
０
％
を

越
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
会
計・企
業
会
計
の
状
況

　
市
の
事
業
に
は
特
定
の
歳
入
を
も
っ

て
特
定
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
ほ
か
の
事
業
と
区
別
す
る
た
め

別
に
会
計
を
設
け
て
経
理
し
て
い
ま

す
。

・
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
介
護
保
険
特
別
会
計

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
企
業
会
計

　
水
道
事
業
会
計

一般会計：地方公共団体の行政運営の基本的な経費を計上している会計

財 政 の お 知 ら せ

平成23年度下半期の予算執行状況

会 計 名 区 分 収支
の別 予 定 額 執 行 額

収 入 率 前年度収入率

執 行 率 前年度執行率

水道事業
会 計

収益的収入
および支出

収入 15億6,077万円 15億8,965万円 101.9% 100.2%

支出 16億9,113万円 16億8,453万円 99.6% 98.9%

資本的収入
および支出

収入 2億0,229万円 1億3,951万円 69.0% 100.3%

支出 6億7,716万円 5億8,129万円 85.8% 97.6%

企業会計：独立採算を基本として経営を行っている地方公営企業の会計

用語の説明
一 般 会 計････地方公共団体の行政運営の基本的な経費を網羅している会計です。
特 別 会 計･････国民健康保険事業や下水道事業など、特定の事業を特定の収入（使用料など）で賄う場合に、

その経理を一般会計から区別するために設けられた会計です。
企 業 会 計･････独立採算を基本として経営を行っている地方公営企業の会計です。本市では、水道事業がこれ

に当たります。
地方交付税････市の財政力に応じて国から交付されるお金で、使い道に制限はありません。
繰 入 金････市の貯金に当たる基金を取り崩したお金です。
市 債････市が事業を行う際に借り入れしたお金です。

会 計 名 予 算 額 執 　 行 　 状 　 況
収 入 率 前年度収入率

執 行 率 前年度執行率

国 民 健 康 保 険 63億4,969万円
収入済額 54億1,993万円 85.4% 77.2%

支出済額 56億2,784万円 88.6% 82.4%

後 期 高 齢 者 医 療 3億6,604万円
収入済額 3億4,931万円 95.4% 93.3%

支出済額 3億4,916万円 95.4% 92.7%

介 護 保 険 31億9,549万円
収入済額 25億9,127万円 81.1% 80.9%

支出済額 26億5,204万円 83.0% 82.0%

下 水 道 事 業 44億8,663万円
収入済額 35億9,747万円 80.2% 88.6%

支出済額 27億4,231万円 61.1% 82.6%

特別会計：特定の収入で賄われる特定の事業費を、一般会計と区別して計上している会計

収入率
（前年度）
92.1％

（95.0％）

88.4％
（64.0％）

99.5％
（92.4％）

98.2％
（94.0％）

83.2％
（0％）

100.3％
（99.7％）

54.3％
（23.9％）

100％
（100％）

84.1％
（65.0％）

執行率
（前年度）
47.5％

（87.8％）

84.7％
（74.1％）

53.2％
（0％）

83.9％
（89.2％）

78.7％
（60.9％）

71.5％
（94.8％）

74.1％
（71.9％）

84.7％
（90.2％）

77.4％
（80.6％）

市税

歳  入 歳  出

国・県支出金

地方交付税

市債

譲与税・交付金等

繰入金

使用料・手数料

市民税、固定資産税など皆さんに納めていただいたお金

国や県から使い道を決めて交付されるお金

国から財政力に応じて、使い道を決めずに交付されるお金

市が事業を行う際に借り入れるお金

国から一定の基準により譲与・交付されるお金

市の貯金に当たる基金を取り崩したお金

公共施設の使用料や証明書発行などの手数料

財産等の貸し付け、出資、交換、売り払いによる収入

諸収入など

財産収入

交通安全や庁舎の維持管理などの総務的な費用

総務費

収入率 86.4％（前年度収入率 73.5%） 執行率 66.5%（前年度執行率 76.7%）

予 算 額
収入済額

予 算 額
支出済額

お年寄りや体の不自由な方、子どもなどの福祉全般の費用

民生費

予防接種など健康に関わる事業や、ごみ処理など生活環境にかかる費用

衛生費

道路や公園の整備など、まちの基盤整備にかかる費用

土木費

消防活動の支援や防災対策などの費用

消防費

小中学校や幼稚園、文化事業やスポーツ事業などの費用

教育費

市が事業を行う際に借り入れたお金を返すための費用

東日本大震災による被害に対処するための費用

公債費

災害復旧費

農業や商工業、議会などの費用

その他その他
19 億 6,621 万円
17億 3,883 万円

5,326 万円
5,302 万円

1億 9,667 万円
1億 9,315 万円

14億 3,721 万円
11億 9,519 万円

8億 8,949 万円
8億 9,220 万円

32億 4,210 万円
17億 6,144 万円

77億 7,582 万円
77億 7,582 万円

204億 0,282 万円
171億 5,410 万円

91億 0,681 万円
70億 4,553 万円

13億 0,074 万円
11億 0,209 万円

43億 0,214 万円
31億 8,976 万円

11億 8,924 万円
8億 5,044 万円

34億 7,529 万円
27億 3,604 万円

23億 4,392 万円
19億 6,617 万円

91億 2,162 万円
48億 5,211 万円

20億 1,366 万円
17億 0,531 万円

53億 1,557 万円
48億 9,340 万円

84億 2,573 万円
39億 9,830 万円

412億7,915万円
356億5,715万円

412億7,915万円
274億4,575万円
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現
在
、
市
が
設
置
し
て
い
る
基
金
の

種
類
・
主
な
使
途
・
残
高
な
ど
に
つ
い

て
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。
市
債

は
、
公
共
施
設
な
ど
の
市
の
財
産
を
形

成
す
る
出
費
が
あ
る
場
合
に
発
行
さ
れ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
最
近
で

は
、
市
税
の
減
収
や
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
発
行
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年

６
月
と
12
月
の
年
２
回
、
広
報
多
賀
城

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
広

報
多
賀
城
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
今
後
も
本
市
の
財
政
の
状
況
を
で
き

る
限
り
分
か
り
や
す
く
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

　
財
政
に
関
す
る
質
問
や
ご
意
見
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当

内
線
2
1
5
、
2
1
6

Ｅ
メ
ー
ル　

zaisei@
city.tagajo.

m
iyagi.jp

法
テ
ラ
ス
の

法
律
相
談
が

無
料
に
な
り
ま
す

　

本
年
４
月
よ
り
、「
東
日
本
大
震
災

被
災
者
援
助
特
例
法（
震
災
特
例
法
）」

の
成
立
を
受
け
、
法
テ
ラ
ス
に
よ
る
被

災
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
新
し
い
法

律
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
災
害
救
助
法

適
用
市
町
村（
東
北
被
災
３
県
は
全
市

町
村
）に
住
居
や
営
業
所
が
あ
っ
た
方

は
、
刑
事
事
件
・
法
人
を
除
く
す
べ
て

の
相
談
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
県
内
に
あ
る
法
テ
ラ
ス
の
４
つ
の
窓

口（
仙
台
市
・
東
松
島
市
・
南
三
陸
町
・

山
元
町
）以
外
で
も
、
法
テ
ラ
ス
が
指

定
す
る
会
場
で
の
法
律
相
談
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
が
震
災
に
関
連
す
る
か

否
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
お
電

話
に
て
お
話
を
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
／
月
曜
～
金
曜
日　
午
前
９

時
～
午
後
９
時
、
土
曜
日　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

問
／
震
災
・
法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
０
７
８
３
０
９

○
情
報
公
開
制
度

　
市
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
、
市
の
諸
活
動
を
説
明
す
る

責
務
を
果
た
す
た
め
、
情
報
公
開
条
例

を
制
定
し
、
市
の
保
有
す
る
情
報
を
広

く
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の「
知
り
た

い
情
報
・
見
た
い
情
報
」を
積
極
的
に

公
開
す
る
た
め
、
市
役
所
2
階
に「
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
23
年
度
の
公
文
書
の
開
示
請
求

件
数
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

生
涯
学
習
活
動
費
補
助
金

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
の
団
体（
市

民
5
人
以
上
）

補
助
金
の
支
払
い
／
事
業
完
了
後

申
請
の
回
数
／
1
年
度
ご
と
に
1
回

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
保
護
対
策
の
充
実
を
図
る

た
め
、個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
、

情
報
の
収
集
や
利
用
に
一
定
の
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
情
報
の
本

人
へ
の
開
示
や
誤
っ
た
情
報
の
取
り
扱

い
の
訂
正
を
求
め
る
手
続
き
な
ど
も
条

例
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
開
示
や
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
本
人（
未
成
年
者
な
ど
の

場
合
は
法
定
代
理
人
）に
限
ら
れ
ま
す
。

＊
平
成
23
年
度
の
個
人
情
報
の
開
示
請

求
件
数
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

※
対
象
経
費
は
、
会
場
使
用
料
や
交
通

費
、
宿
泊
費
な
ど
で
す
が
、
事
業
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、次
の
も
の
は
対
象
外
で
す
。

・
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
な
普
及
宣
伝

活
動
と
認
め
ら
れ
る
も
の

・
興
業
そ
の
他
主
と
し
て
営
利
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

・
支
出
と
同
等
以
上
の
収
入
が
見
込
ま

れ
る
も
の

・
当
初
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
目
的
と

す
る
も
の

・
②
の
事
業
の
場
合
に
お
い
て
、
学
校

教
育
活
動（
部
活
動
な
ど
）と
し
て
、
参

加
出
場
す
る
も
の

・
②
の
事
業
を
除
く
事
業
の
場
合
に
お

い
て
、
学
校
が
児
童
生
徒
の
み
を
対
象

と
し
て
行
う
も
の
ま
た
は
企
業
な
ど
が

社
員
の
み
を
対
象
と
し
て
行
う
も
の

・
そ
の
ほ
か
、
生
涯
学
習
事
業
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

問
／
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

内
線
5
4
1
、
5
4
2

問
／
総
務
課
総
務
企
画
係　
内
線
2
2
1
～
2
2
3

区　　分 平成23年度末 平成22年度末 増　　減 備　　考

財
　
　
産

土地 250万5,467㎡ 248万7,110㎡ 1万8,357㎡ 道路や公園、学校の敷地など

建物 16万3,780㎡ 16万3,894㎡ ▲114㎡ 市庁舎や小中学校、保育所、市営住宅の建物など

基金 63億7,485万円 67億0,733万円 ▲3億3,248万円
財政調整基金 23億2,198万円 17億6,949万円 5億5,249万円 年度間の財政調整のための基金

特定目的基金 25億5,002万円 20億7,043万円 4億7,959万円 使い道が決められている基金

史跡のまち基金 9億8,735万円 9億8,937万円 ▲202万円
まちづくりのために積み立てられている基金。主
に、市の歴史・文化を生かした魅力ある都市形成
のために行われる事業や、現在行われている多
賀城駅周辺土地区画整理事業に使われています。

教育施設および文化施設管理基金 8億0,834万円 8億1,385万円 ▲551万円
学校や文化センター、体育館などの公共施
設を建て直したり、大規模な修理をしたりす
るために積み立てられている基金

長寿社会対策基金 0万円 3,488万円 ▲3,488万円 本格的な高齢化社会の到来に対応した施策を
推進するために積み立てられている基金

市債管理基金 5億4,539万円 2,357万円 5億2,182万円 今まで市が借り入れしてきた市債（借金）を返
すために積み立てられている基金

生涯学習推進基金 2億0,894万円 2億0,876万円 18万円 市民の皆さんが自主的な学習活動を行うため
の支援事業のために積み立てられている基金

地域活性化・公共投資臨時基金 0万円 4億1,056万円 ▲4億1,056万円 国の経済危機対策である公共事業の追加に伴い、
事業費の負担を軽減するために設置された基金

住民生活に光をそそぐ基金 1,183万円 0万円 1,183万円 DV対策、自殺予防、自立支援などに関する事
業を行うために積み立てられている基金

東日本大震災復興基金 11億5,572万円 0万円 11億5,572万円 東日本大震災からの復旧・復興を目的として
設置している基金

東日本大震災復興交付金事業基金 0万円 0万円 0万円 東日本大震災復興交付金事業の財源に充て
ることを目的として設置された基金

特定目的定額運用基金 14億8,494万円 24億8,341万円 ▲9億9,847万円

土地開発基金 14億8,494万円 24億8,341万円 ▲9億9,847万円
公共用地等をあらかじめ取得するなど、公共
事業の円滑な施行を目的として設置されてい
る基金

その他 1,791万円 3億8,400万円 ▲3億6,609万円

国民健康保険財政調整基金 1,791万円 2億8,053万円 ▲2億6,262万円 国民健康保険の年度間の財政調整のための
基金

介護従事者処遇改善臨時特例基金 0万円 0万円 0万円 介護保険料上昇を抑制するための臨時的な
基金

介護保険事業財政調整基金 0万円 1億0,347万円 ▲1億0,347万円 介護保険の年度間の財政調整のための基金

出資金及び出捐金 7,039万円 7,256万円 ▲217万円 多賀城市土地開発公社への出資金など

債権 1億1,866万円 1億3,904万円 ▲2,038万円 地域総合整備資金貸付金

債
　
　
務

市債 478億3,549万円 486億2,931万円 ▲7億9,382万円
（内訳）一般会計 212億5,569万円 214億6,605万円 ▲2億1,036万円

特別会計
（下水道事業）

雨水事業分 131億5,712万円 133億7,143万円 ▲2億1,431万円
汚水事業分 96億1,166万円 95億5,689万円 5,477万円

企業会計（水道事業） 42億5,465万円 44億4,925万円 ▲1億9,460万円
※基金と市債については平成24年3月31日時点の状況のため、実際の決算とは異なります。

自
主
的
な
学
習
活
動
を支

援
し
ま
す

財産・債務の状況：企業会計分については債務のみ記載しています

財産の状況
土地や建物の増減　　土地　1万8,357㎡増加　　　建物　114㎡減少

表1　情報公開制度開示請求件数

実 施 機 関
開示
請求
件数

決定内容 内　　訳

開示 部分
開示 非開示 不存在 種　　類 件数

市 長 部 局 34 18 15 1 5

入札結果等に関するもの 8
土地売買に関するもの 1
応急仮設住宅に関するもの 6
災害対策本部に関するもの 1
委託業務企画提案に関するもの 1
農業振興に関するもの 1
土地区画整理事業に関するもの 9
土地境界に関するもの 7

教育委員会 1 ― 1 ― ― 特別史跡に関するもの 1
公 営 企 業
（上水道部） 3 2 1 ― ―

入札結果等に関するもの 2
業務設計に関するもの 1

議 会 3 3 ― ― ― 東日本大震災調査特別委員会に関するもの 3
合 計 41 23 17 1 5 41
※決定内容は、複数該当しているものがあります。
※非開示決定には、公文書の存否を明らかにしないで開示請求を拒否した場合が含まれます。

表2　個人情報保護制度開示請求件数

実 施 機 関
開示
請求
件数

決定内容 内　　訳

開示 部分
開示 非開示 不存在 種　　類 件数

市 長 部 局 11 11 ― ― ―
職員採用試験結果に関するもの 9
土地区画整理事業に関するもの 1
レセプト（診療報酬明細書）に関するもの 1

合 計 11 11 ― ― ― 11
※市長部局以外の実施機関に対する開示請求は、ありませんでした。

事業の種類 補助率 補助金の限度額

① 市民を対象として開催する講習会、講演会ま
たは大会などの事業

市で定める
対象経費の
2分の1以内

20万円

② 国、県および市などを代表して参加出場する
事業

個人 団体
世界大会 6万円 30万円
全国大会 3万円 15万円
東北大会 1万5千円 7万5千円

③ 青少年（18歳以下）の団体が市外の者と交流する事業 5万円
④ 歴史文化の伝承事業 3万円

⑤ 国または県が主催もしくは共催する国内また
は国外への研修事業

市で定める
対象経費の
4分の1以内

3万円
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昭
和
53
年
6
月
12
日
牡
鹿
半
島
沖
を

震
源
と
し
て
発
生
し
た「
宮
城
県
沖
地

震
」か
ら
30
年
以
上
、
ま
た
、
昨
年
発

生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」か
ら
約
1
年

3
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
今
も
な
お
余
震
が
続
く
な
か
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
に
備

え
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
す
る
こ

と
で
す
。

❖
自
助
…
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

　
家
具
の
転
倒
・
落
下
を
防
ぐ
た
め
の
転

倒
防
止
器
具
の
設
置
、
災
害
発
生
時
の
た

め
の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど
、
私

た
ち
が
で
き
る
備
え
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
減
災
に
最

も
効
果
が
あ
る
の
が
自
助
で
す
。

❖
共
助
…
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る

　
共
助
は
減
災
に
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
防

災
訓
練
へ
の
参
加
や
日
ご
ろ
か
ら
近
所

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
も
、
災
害
時
に
は
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
は
、
家
庭
や
地
域
で
の
日
ご
ろ
の

備
え
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
分
の
住
む
地
区
の
避
難

所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
避
難
の
際
に
は
、
道

路
の
陥
没
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
い
く
つ
か
の

道
順
や
隣
接
す
る
避
難
所
も
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
避
難
の
場
所

は
表
の
と
お
り
で
す
。

地
震
の
心
得
10
カ
条

①
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
図
れ

②
家
族
の
安
全
を
確
認

③
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保

④
す
ば
や
く
火
の
始
末

⑤
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
づ

か
な
い

⑦
帽
子
、
靴
下
、
軍
手
の
着
用

⑧
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限
に

⑨
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

⑩
正
し
い
情
報
を
聞
く

津
波
の
心
得
7
カ
条

①
強
い
地
震（
震
度
4
程
度
以
上
）、
ま

た
は
弱
い
地
震
で
も
比
較
的
長
い
ゆ
っ

く
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
時
は
、
直

ち
に
海
岸
な
ど
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安

全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

②
正
し
い
情
報
を
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
を
通
じ
て
入
手
す
る
。

③
地
震
を
感
じ
な
く
て
も
、
津
波
予
報

が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
海
岸

な
ど
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安
全
な
場
所

に
避
難
す
る
。

④
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る
の

で
、
警
報
、
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま

で
気
を
緩
め
な
い
。

⑤
津
波
注
意
報
で
も
釣
り
な
ど
は
危
険

な
の
で
行
わ
な
い
。

⑥
過
去
の
経
験
か
ら「
津
波
は
引
き
波

か
ら
始
ま
る
」と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
押
し
波
か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
誤
っ
た
認
識
に
よ
る
不
適
切

な
行
動
を
取
ら
な
い
。

⑦
普
段
か
ら
避
難
地
、
避
難
経
路
や
避

難
方
法
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
な
ど
を

確
認
し
て
お
く
。

避
難
勧
告
と
避
難
指
示

　
本
市
で
は
、
地
震
の
発
生
や
豪
雨
な

ど
に
よ
り
、
津
波
や
が
け
崩
れ
な
ど
の

被
害
の
危
険
性
が
あ
る
地
域
の
住
民
に

対
し
、
避
難
勧
告・避
難
指
示
を
行
い
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
身
の
安
全
を
確
保
し

ま
す
。

●
避
難
勧
告
…
災
害
に
よ
り
、
被
害
が

予
想
さ
れ
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
、
避
難
所
な
ど
の
安
全
な
場
所

へ
の
避
難
を
開
始
し
て
い
た
だ
く
段
階

で
す
。

●
避
難
指
示
…
状
況
が
さ
ら
に
悪
化

し
、
人
的
被
害
が
出
る
危
険
性
が
非
常

に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
表
さ
れ
、
指
示

が
出
さ
れ
た
ら
直
ち
に
安
全
な
場
所
へ

避
難
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段

階
で
す
。

　
災
害
時
に
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
市
の
防
災

無
線
や
広
報
車
な
ど
の
情
報
を
注
意
深

く
聞
き
、速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
1

いざという時に必要なものは、準備しておきましょう。
□飲料水と食料…家族一人あたり3日分程度
□懐中電灯、電池、ロウソク、マッチ、ライターなど
□携帯ラジオ
□印鑑、通帳、保険証、現金（小銭も）
□�軍手、タオル、ポリ袋、救急セット、レジャーシー
ト、家族写真など

＊�その他、子ども用品など、家族構成に合わせて必要
なものを準備しましょう。

　
多
賀
城
小
学
校
の
照
井
咲
子
校
長
が
、

震
災
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
手
だ
て
と
し
て
、

「
多
賀
城
小
学
校
か
ら
あ
り
が
と
う
」と

い
う
文
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
文

集
に
は
、
昨
年
度
多
賀
城
小
学
校
に
在

籍
し
た
子
ど
も
た
ち
の
、
震
災
を
見
つ

め
る
目
や
感
謝
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て

お
り
、
照
井
校
長
は
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
団
体
な
ど
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
大
震
災
を
経
験
し
て

学
ん
だ
こ
と
の
ほ
か
、「
お
手
紙
を
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
、
幸
せ
が
お
と
ず
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
」な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
1
0
0
ペ
ー
ジ
の

小
さ
な
文
集
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
の『
あ
り
が
と
う
』

に
は
、
大
人
以
上
に
強
く
訴
え
る
言
葉

の
力
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
の
担

い
手
が
自
分
た
ち
で
あ
る
と
い
う
思
い

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
文
集
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
な
た
が
い
る
　
わ
た
し
が
い
る
　

未
来
が
あ
る
」

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
一
人
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

個
人
と
し
て
平
等
に
尊
重
さ
れ
、
幸
せ

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
な
が
ら
充
実
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
こ
の
理
念
に
基
づ

く
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め『
史
都

多
賀
城　

や
さ
し
さ
共
生
プ
ラ
ン
』を

策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
は
、
本
市

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
、

差
別
す
る
こ
と
な
く
、
人
と
し
て
の
権

利
を
尊
重
し
合
い
、
優
し
い
気
持
ち
を

も
っ
て
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

個
性
や
能
力
を
発
揮
し
て
生
き
ら
れ

る
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
社
会
を
目
指
す

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
理
念
に
基
づ
く
取
り
組
み
は
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
の
身
近
な
暮

ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
子
育
て
や
介
護
な
ど

暮
ら
し
の
中
で
互
い
に
協
力
し
合
え
る

こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
活
動

推
進
係

内
線
2
5
3

　物資の提供・人的支援をいただいた個人の方と、匿名で義援金・寄付金をご提供いただいた方については、掲
載を控えさせていただいています。また、記載漏れやお名前の誤りがありました場合はご容赦ください。

（敬称は略させていただきます）

4月1日から4月30日まで新たにご支援いただいた方々を紹介します
◆義援金　計　1億7,688万8,417円◆
TC出版プロジェクト、イトウイサム、上村美香、太宰府市民のみなさま、富岡市民のみなさま、とみおか街なか
賑わい実行委員会、富岡ライオンズクラブ、中林ヘルグレン富紀子、ヒラタタカシ、マヤマアサコ、ヤマグチマ
サユキ

◆寄付金　計　1億6,517万142円◆
オカヤマケンハヤシマサクラ、カキサカイジュン、カミムラミカ、佐藤雅一、ジェイティービー、トミタヒデアキ、
奈良県司法書士会、ファウンテンJAZZバンド、マツダシン、マツダヨウコ、宮城県土地改良事業団体連合会、ワ
タナベヒサユキ

◆物資提供・人的支援◆
布の絵本「お針子会」、（公財）プランジャパン

　
環
境
に
関
す
る
市
と
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
各
行
政
区
に
一
人
、
地
域

環
境
推
進
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
の
推
進

・
地
域
の
環
境
美
化（
年
3
回
の
地
域

清
掃
な
ど
）支
援

・
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
活
動

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

・
ご
み
の
出
し
方
や
、
ご
み
集
積
所
の

維
持
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導

・
ご
み
の
不
法
投
棄
の
監
視
と
巡
回

・
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
勉
強
会

の
開
催
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

地
球
環
境
保
全
の
推
進

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
啓
発
活
動

・
地
球
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
・
提
供

狂
犬
病
予
防
な
ど
の
普
及

・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
普
及
・
啓
発
活

動・
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の
普
及
・
啓
発
活

動
な
ど

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
5

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

子
ど
も
た
ち
の
感
謝
の
思
い

を
つ
づ
っ
た
文
集
を
作
成

6
月
23
日
～
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

全国の皆さんからのご支援に感謝します

地
域
環
境
推
進
員
の

役
割

対象区 大規模災害時
指定収容避難所

その他災害時
指定収容避難所

笠神地区 東豊中学校 笠神会館

大代全区 多賀城東小学校 大代地区公民館＊

八幡全区 多賀城八幡小学校 八幡公民館

桜木全区 多賀城中学校 桜木東集会所

高崎・東田中・
東田中南・志引 高崎中学校 高崎集会所

新田中・旭ケ丘・
留ケ谷 文化センター 市役所

伝上山・隅田・向山・
東能ケ田・西能ケ田 多賀城小学校 市民プール

鶴ケ谷・丸山・
黒石崎 天真小学校 老人福祉センター

下馬全区 総合体育館 総合体育館

新田全区 山王小学校 新田公民館

高橋全区 山王小学校 高橋地区生活センター

山王・南宮 多賀城第二中学校 山王地区公民館

市川・城南・
浮島 城南小学校 浮島会館

＊は、現在使用できません。

チェックしてみよう
非常持ち出し品
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下水道課からのお知らせ vol.3

地
滑
り
・
が
け
崩
れ
に�

�

ご
注
意

　
梅
雨
に
入
る
6
月
は
、
局
地
的
な
大

雨
や
長
雨
に
よ
り
地
滑
り
や
が
け
崩
れ

な
ど
の
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
1
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
の
雨
が

降
っ
た
り
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量

が
1
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
と
危
険
信

号
で
、
突
発
的
に
起
こ
る
こ
と
が
土
砂

災
害
の
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
は

台
風
が
多
く
発
生
し
、
日
本
各
地
に
雨

や
風
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
普
段
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

①�

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ

ジ
オ
を
準
備
す
る
。

②�

避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど
の
非
常

持
出
品
の
準
備
を
す
る
。

③�

台
風
や
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
を
注

意
深
く
聞
く
。

④�

大
雨
や
台
風
時
に
は
外
出
を
控
え

る
。

⑤�

浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、家
財
道
具
を
高
い
場
所
に
移
す
。

⑥�

お
年
寄
り
、
病
人
、
乳
幼
児
、
障
が

い
者
の
方
は
安
全
な
場
所（
部
屋
）へ

移
動
す
る
。

⑦�

避
難
場
所
や
避
難
時
の
安
全
な
経

路
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
連

絡
方
法
な
ど
を
家
族
で
確
認
し
合

う
。

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
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環
境
月
間
と
は「
広
く
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
の
関
心
を
深
め
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
環
境
に
関
す
る
活
動
を

行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
」に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、環
境
に
つ
い
て
考
え
、

身
近
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
防
止

　
国
際
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ

と
し
た
気
配
り
が
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
温
室

効
果
ガ
ス（
＊
）の
濃
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
は
、
電
気
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
排
出
さ
れ

ま
す

＊
温
室
効
果
ガ
ス

　
地
球
を
覆
っ
て
い
る
ガ
ス
で
、
太
陽

か
ら
の
熱
を
地
球
に
封
じ
込
め
地
球
を

暖
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
ご
み
減
量

　
毎
日
の
生
活
で
出
る
ご
み
も
、
き
ち

ん
と
分
別
す
れ
ば
資
源
に
な
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
次
の
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
る
も
の
は
、
資
源
物
回
収
に

出
せ
ま
す
。

　
ま
た
、マ
イ
バ
ッ
グ・マ
イ
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
マ
イ
は
し
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

大
切
な
資
源
を
守
り
、
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
は
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い

　
も
や
せ
る
ご
み
を
段
ボ
ー
ル
箱
や
大

き
め
の
紙
袋
に
入
れ
て
出
さ
れ
る
こ
と

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
箱
や
紙
袋
は
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
資
源
物
で
あ
り
、
中
が
見
え
な

い
た
め
ご
み
の
分
別
状
況
が
確
認
で
き

な
い
の
で
、
も
や
せ
る
ご
み
の
容
器
と

し
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

も
や
せ
る
ご
み
は
、
市
販
の「
指
定

ご
み
収
集
袋
・
も
や
せ
る
ご
み
用
」に

入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
や
紙
は
、
資
源
物
の
収
集
日

に
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

環
境
に
優
し
い
取
り
組
み

　
環
境
に
優
し
い
身
近
な
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

・
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
を
消
す

・
車
の
急
発
進
な
ど
は
し
な
い

・
冷
暖
房
の
温
度
設
定
は
高
す
ぎ
ず
、

低
す
ぎ
ず
に
セ
ッ
ト
す
る

・
電
気
製
品
を
買
い
換
え
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
も
の
を
選
ぶ

・
環
境
に
優
し
い
製
品
を
選
ぶ

・
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む

・
古
新
聞
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
資
源
回

収
に
出
す

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係　
内
線
2
3
5

除
草
剤
使
用
時
の
注
意

　
空
き
地
な
ど
に
、
除
草
や
害
虫
駆
除

の
た
め
除
草
剤
・
殺
虫
剤
な
ど
を
散
布

す
る
場
合
は
、
農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
適
正
な
も
の
を
使
用
し
、
正
し

い
使
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
近
隣
の
方

へ
周
知
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
4

❖市内の空間放射線量率
　本市では4月より、市内50施設（学校、公共施設、公園、災害廃棄物仮置き場など）のうち9施設を毎日、
日替わりで測定しています。いずれの測定値も除染が必要なレベルや健康に影響をおよぼすレベルに達してい
る箇所はありません。

5月測定結果一覧（地表からの高さは1メートル、測定値の単位はマイクロシーベルト／時間）
測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値

1 新田新後公園 0.09 18 八幡1号公園 0.04 35 天真小学校 0.07

2 新田4号公園 0.11 19 高崎中学校 0.09 36 鶴ケ谷保育所 0.08

3 山王小学校 0.08 20 城南小学校 0.08 37 鶴ケ谷児童館 0.08

4 山王2号公園 0.10 21 中央公園（仮置き場） 0.10 38 西ノ神公園 0.04

5 西部児童センター 0.09 22 あやめ園駐車場（仮置き場） 0.10 39 下馬みどり保育園 0.06

6 あかね保育所 0.09 23 多賀城東幼稚園 0.09 40 新梅ノ宮公園 0.08

7 せいがん幼稚園 0.11 24 浮島保育所 0.06 41 新丸山公園 0.05

8 高橋1号公園 0.10 25 高崎1号公園 0.07 42 多賀城東小学校 0.06

9 高橋公園予定地（仮置き場） 0.06 26 多賀城高崎幼稚園 0.09 43 東豊中学校 0.08

10 大日南公園 0.09 27 旭ケ岡公園 0.08 44 笠神保育所 0.09

11 第二中学校 0.07 28 多賀城市役所 0.06 45 大代保育園 0.05

12 南宮公園 0.09 29 志引保育所 0.08 46 柏幼稚園 0.08

13 秀光中学校（通学路） 0.08 30 多賀城小学校 0.10 47 中財公園 0.05

14 仙台育英学園多賀城
育英グラウンド（通学路） 0.09 31 太陽の家 0.10 48 桜木花園幼稚園 0.05

15 多賀城八幡小学校 0.09 32 留ケ谷1号公園 0.08 49 塩留公園 0.04

16 八幡花園幼稚園 0.05 33 多賀城泉保育園 0.09 50 旧・北日本自動車学院
（仮置き場） 0.05

17 八幡保育所 0.08 34 多賀城中学校 0.11 　※測定値は4/16～5/15までの平均値

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

❖水道水の放射能測定結果（5月8日現在）
　東北大学の協力を得て水道水の放射能を測定していますが、検出されていませんので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

市内の放射線量に関するお知らせ

　5月3日㈭の低気圧に伴う大雨で、大代、桜木、栄、鶴ケ谷、伝上山、中央、東田中など市内の一部で汚水
マンホールから汚水の流出（吹き出し）が発生し、トイレなど一時的に流れにくい状況になりました。
　これは、昨年の震災やその後の度重なる地震により、埋設された汚水管の亀裂などの破損箇所から大量の雨
水が流入したことにより、大代にある仙塩浄化センターの汚水処理能力を超えてしまったことが原因です。

今後、いつまでそのような状態が続くのですか？

では、降雨（大雨）時はどうすればいいの？

汚水がマンホールからあふれた後の対応は？

現在、仙塩浄化センター（大代）を利用している本市、仙台市（泉区）、塩竈市、利府町、七ケ浜町の各市町
とも全力で復旧に向けた改修工事を進めているところですが、地中に埋設されている汚水管の工事であり、
広域で複数の箇所に及んでいるため、改修には少なくとも2、3年以上は必要であると考えております。

大雨のピーク時には、一時的に汚水の流れが悪くなることも想定されますので、できるだけ水の使用を控
えるなどの対応をお願いします。

雨がやんだ後、できるだけ早く洗浄・消毒などその状況に応じた対応をします。また、あふれたマンホー
ル周辺には近づかないようにし、もし、マンホールのふたが開いている場合は、すぐに連絡をお願いします。

問／下水道課経営管理係　内線791、792

降雨時のお願い

Q1

Q2

Q3

A1

A2

A3

　
6
月
は
環
境
月
間
で
す

　
　
　
　
　
　
　
～
環
境
に
つ
い
て
考
え
よ
う
～

紙製容器
包装

アルミ缶

スチール缶
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く
ら
し
ア
ラ
カ
ル
ト

　
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
に

支
給
し
て
い
る「
子
ど
も
手
当
」が
、
4

月
か
ら「
児
童
手
当
」に
か
わ
り
ま
し

た
。

　
3
月
31
日
時
点
で
本
市
か
ら
子
ど
も

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
改
め
て

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す

　
児
童
手
当
の
支
給
月
額
や
支
給
日
な

ど
の
仕
組
み
は
、
基
本
的
に
子
ど
も
手

当
と
同
じ
で
す
が
、
新
た
に「
所
得
審

査
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
受
給
者
の
前
年
所
得
額
が
、
基
準
を

超
え
た
場
合
、
子
ど
も
の
年
齢
に
関
係

な
く
、
支
給
額
が
一
人
に
つ
き
月
額

5
、0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。
審
査
は
、

6
月
分
の
児
童
手
当
か
ら
行
い
ま
す

＊
6
月
8
日
㈮
に
振
り
込
む
2
月
〜
3

月
分
の
子
ど
も
手
当
、
4
月
〜
5
月
分

の
児
童
手
当
は
、
所
得
制
限
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
6
月
〜
9
月
分
は
10
月

10
日
の
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
6
月
1
日
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
も
の
で
、
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
受
給

対
象
者
に
は
事
前
に
お
知
ら
せ
を
し
ま

す
。こ
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

❖
現
況
届
の
受
付
期
間

　
6
月
11
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま
で
郵
送

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
切
手
を
貼
付
し
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

❖
支
給
額

■
0
歳
〜
3
歳
未
満

月
額
１
５
、
0
0
0
円

■
3
歳
〜
小
学
校
修
了
前（
第
1
子
・

第
2
子
）

月
額
１
０
、
0
0
0
円

■
3
歳
〜
小
学
校
修
了
前（
第
3
子
以

降
）

月
額
１
５
、
0
0
0
円

■
中
学
校（
一
律
）

月
額
１
０
、
0
0
0
円

＊
所
得
制
限
を
超
え
た
場
合

0
歳
〜
中
学
校（
一
律
）

期
限
付
き
で
5
、
0
0
0
円

（
平
成
24
年
6
月
分
か
ら
）

第
3
子
と
は
…

同
居
す
る
児
童
の
う
ち
、
18
歳
ま

で
の
児
童
の
年
齢
順
に
上
か
ら
第

1
子
、
第
2
子
、
第
3
子
と
数
え

ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
申
請
期
限

は
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
昨
年
10
月
か

ら
今
年
3
月
分
の
子
ど
も
手
当
認
定
請

求
期
限
は
9
月
末
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
市
役

所
1
階
こ
ど
も
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

常
に
最
新
情
報
を

　
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
へ
記
入
す
る
疾
病

の
状
況
や
内
服
状
況
な
ど
は
、
最
新
の

情
報
を
記
載
し
、
変
更
が
あ
っ
た
際
は

記
入
内
容
の
訂
正
を
し
ま
し
ょ
う
。

配
布
ま
で
の
流
れ

　
次
の
方
へ
配
布
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

方③
日
中
独
居
状
態
と
認
め
ら
れ
る
65
歳

以
上
の
方

配
布
方
法
／
6
月
1
日
㈮
以
降
、
各
地

区
の
民
生
委
員
が
、
4
月
1
日
現
在
①

お
よ
び
②
の
対
象
と
な
る
方
の
ご
自
宅

に
伺
い
ま
す
。

そ
の
他
／
対
象
の
③
に
該
当
す
る
方
ま

た
は
4
月
2
日
以
降
に
転
入
も
し
く
は

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
で
、
配
布
を

希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

費
用
／
無
料

問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係

内
線
6
6
4
〜
6
6
6

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
救
急

時
に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
救

急
隊
員
な
ど
の
迅
速
な
救
急
活
動
に
役

立
て
る
た
め
の
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

救
急
時
に
役
立
て
ら
れ
る
情
報（
持

病
の
有
無
や
内
服
薬
の
情
報
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
）を
記
入
し
た「
緊
急
連
絡

カ
ー
ド
」を
専
用
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵

庫
の
中
に
入
れ
て
保
管
す
る
も
の
で

す
。

　
冷
蔵
庫
の
左
隅
に
は
目
印
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
り
ま
す
。

食と歯の健康　～よくかんで、カルシウムの多い食品をとろう～
　生涯、自分の歯で食べることは、健康づくりの基本です。

丈夫な歯を保つポイント
①歯みがきの習慣をつける
②カルシウムの多い食品をとる
③食物繊維の多い食品をよくかんで食べる

④おやつは時間を決めて食べる
⑤甘い菓子、甘い飲み物のとりすぎに注意する

　カルシウムは、骨や歯を作る栄養素です。
　カルシウムが多く含まれる牛乳、乳製品、大豆製品、海藻類、小魚、緑黄色野
菜など、さまざまな食品から十分にとりましょう。
※サプリメントなどから摂取の場合は、必ず用量を守りましょう。
　歯の健康に関心を持ち、「80歳で20本以上」を目標に、乳幼児期から歯みがき
の習慣、むし歯予防に取り組みましょう。
　また、年に一度は歯の定期検診をおすすめします。
◎歯のケアは、全身の健康に影響します!

糖尿病との関係 呼吸器疾患の危険性 妊娠への影響

インスリンの働きを阻害し
て糖尿病を悪化させる。歯
周病になりやすく、進行し
やすい。

誤
ご
嚥
えん
によって、歯周病菌が

誤って気管に入り、肺炎を
引き起こす。
※高齢者に多く発症

食事が不規則になり、十分
な口腔ケアが難しく、歯周
病が悪化する。早産、低体
重児出産の危険性がある。

※�歯周病は、「歯肉炎、歯周炎」の総称で、症状が進行すると、歯ぐきの腫れ、出血が起こ
り、やがては歯を支えている骨が破壊され、ぐらつき、歯を失ってしまいます。
　問／健康課親子保健係　内線136

平
成
24
年
度
歯
の
衛
生
週
間
標
語

歯
み
が
き
は

　
　
　
　
じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
の　
第
一
歩

　

歯
や
口
の
健
康
は
、
か
ら
だ
全
体
の
健
康
や

運
動
能
力
な
ど
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
健

康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

★
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
、
歯
、
口こ

う
腔く

う
内
を

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

★
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、
定
期
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

❖
い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
続
け
る

た
め
の
元
気
な
歯
は
日
々
の
手
入
れ
か
ら

「
8
0
2
0
運
動
」と
は

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
保
と

う
」と
い
う
運
動
で
す
。
食
生
活
は
20
本
以
上
の

歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
運
動

は「
生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ

え
る
よ
う
に
」と
の
願
い
を
込
め
て
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り
続
け
る
た

め
に
は
健
康
な
歯
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、「
8
0
2
0
」を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

❖
年
に
一
度
は
歯
科
検
診
を

　

歯
科
医
院
は
歯
が
痛
く
な
っ
た
ら
行
く
と
こ

ろ
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

　

日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
が
毎
日
歯
を
磨
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
虫
歯
は
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

間
違
っ
た
歯
み
が
き
を
続
け
て
い
る
と
、
か
え
っ

て
歯
や
口
の
健
康
状
態
を
悪
く
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
健
診
を

受
け
、
自
分
の
歯
や
口
の
状
態
を
確
か
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問
／
健
康
課

内
線
1
3
2
〜
1
3
4
、
1
3
6

「
子
ど
も
手
当
」が「
児
童
手
当
」に

か
わ
り
ま
し
た

も
し
も
の
時
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
!

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

6月4日～10日は「歯の衛生週間」

◆児童手当の所得制限
1月1日現在の
扶養親族の数 前年の所得額

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

歯科検診のメリット

口・歯の病気を早期発
見、治療してもらえる!

歯石（歯垢が石灰化し
たもの）を除去してもら
える!

自分の歯並びや歯ぐき
の状況に合った歯みが
きの方法を指導しても
らえる!

症状がひどくなってか
ら受診するよりも、時
間・経費を節約できる!

し   こう

　歯周病は、20代で7割、30代以上では
8割もの人に発症しています。
　とても身近にひそむ病気ですが、初期
は痛みや自覚症状が少なく、気づきにく
いため、注意が必要です。
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まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
ご希望の方はご連絡ください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254・255

� 福田　梨
り

帆
ほ

ちゃん（留ケ谷　1歳8カ月）
「かわいい笑顔が大好きだよ。」ママより

　昨年9月、多賀城ロータリークラブの皆さんが
浮島の県道沿いに植えたスイセンが、一面に咲き
誇りました。（写真は5月1日撮影）

戻ってきたよ、元気な子どもたち！
　震災により、100件ほどが自宅を解体するなど、
大きな被害を受けた桜木東区町内会では、一年が経
過した4月に町内会で子供会みこし祭を行いまし
た。町内会の倉庫に残された酒だるを利用した役員
手作りのおみこしで町内を一周。久しぶりに子ども
たちの元気なかけ声が響き、町内の絆と底力を感じ
る一日となりました。
＊写真は桜木東区町内会提供

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集しています。詳しくは地域コミュニティ
課広報広聴係へお問い合わせください。

新しくなって、ますます楽しぃ～♪
　これまで大規模改修工事のため、休館中だった西部児
童センターが4月2日に開館し、同月21日にリニュー
アルオープンセレモニーを行いました。セレモニー当日
は人形劇場をはじめ、バルーンアートや昔遊び、チャレ
ンジコーナーなど、記念イベントが盛りだくさん！中で
も人気だったのがボールプールで、赤ちゃんから子ども
まで仲良く遊んでいました。
　また、子どもたちだけではなく、パパやママたち同士
のコミュニケーションの場ともなりました。

わが家の目印、オリジナル表札
　高橋公園仮設住宅では、みんなで支え合う、お互
いが見守り合う団地づくりを目指して、自治会が主
体となりさまざまな活動が行われています。4月
22日は、仮設住宅を出てからも思い出に残る表札
を作りたいという意向を受け、講師を招き、手作り
表札ワークショップが行われました。参加した25
世帯の方は、震災で倒壊した八幡神社のご神木を活
用し、それぞれが思いを込めてオリジナルの表札を
作成しました。

ようこそ、歌舞伎の世界へ
　4月26日、文化センターで行われた「復興支援チャリ
ティー歌舞伎公演」に先立ち、高崎中学校の3年生を対
象に歌舞伎入門が開催されました。人気歌舞伎役者によ
る本公演一幕のデモンストレーションやクイズ形式で歌
舞伎に使用する楽器の紹介、化粧体験など実演を交えた
解説で、日本伝統芸能である歌舞伎を楽しく体験しまし
た。

ママもベビーも一緒にダンス
　5月10日、文化センターでベビーダンス教室が開催
されました。ベビーダンスとは、赤ちゃんをだっこした
まま音楽にあわせてステップを踏むもので、親子一緒に
楽しめます。今回が初めての参加者もいましたが、すぐ
に音楽にのって楽しくダンス。初めはぐずっていた赤
ちゃんも、不思議とダンスの途中で気持ちよさそうにす
やすや。ママと赤ちゃんにとって楽しい時間になりまし
た。

よ～く狙ってパン！
　5月12日、鶴ケ谷児童館で「第38回こどもまつり」
が開催されました。
　水ヨーヨー釣りやゲートボール、トランポリンな
どの催しに子どもたちも大はしゃぎ。中でも人気だっ
た射的コーナーでは、狙いを定めみんな真剣な表情
に。的に当たると思わず笑みがこぼれました。
　また、焼きそばやフランクフルトなどの出店もあ
り、たくさんの家族連れでにぎわいました。

わ
が
家
の
ち
び
っ
子



2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号 18

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

情
報
・
交
差
点

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号19

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は裏表紙）、ファクス・ホームページ（左ページ参照）］■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

情
報
・
交
差
点

友好都市の「旬」の話題をお届けします

お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
絵手紙、はがき絵、すずら
んの会

6月1日㈮、15日㈮午前10時
～正午
／山王地区公民館

絵手紙体験入学参加者募集（道具貸
し出し）（要申込）
／40代～70代

2回セット1,000円（材料費代）
浅 野 ☎ 363-4887（午前9時～
正午、午後6時～8時）

セルフカウンセリング養成
講座～初級コース～

①6月2日㈯午前10時から正午
②12日㈫午前9時～11時
③12日㈫午前11時～午後1時
④16日㈯午前10時から正午
／いずれも塩竈市内

①人生を戦略する
②苦手な相手を克服
③相手の気持ちが分かる方法
④なりたい自分をインストールする
方法

各回3,000円

本郷☎080-3190-9802

中学・高校生のための無料
進学就職相談会

6月4日㈪より随時
午前10時～午後5時
／オルタス仙台ビル（仙台市青
葉区中央）

要予約 無料
鹿島学園高等学校仙台キャンパ
ス☎393-8321
http://www.kashimasendai.com/

親子で楽しく「ベビーダン
ス」～抱っこでステップ～

6 月 6 日㈬、22 日㈮いずれも
午 前 10 時 30 分 か ら（ 受 付 は
15分前から）
／文化センター

ママのストレス解消や親子の絆作り
に最適！リズムに乗って脳も体もリ
フレッシュ／首のすわった生後3カ
月から1歳半頃までの赤ちゃんとマ
マ（要申込）

各回1,200円
初めての方1,000円
太齋☎090-5186-5706

囲碁大会 月例大会6月10日㈰、級位者
大会6月16日㈯いずれも午前
9時50分から
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します。
（事前申込不要）

参加料1,500円（昼食付き）
日本棋院多賀城支部
☎368-7925
http://gon-jp.ath.cx/tigo/

女性のためのヨガ練習会 6 月 13 日㈬、20 日㈬午前 10
時30分～11時30分
／文化センター

体のかたい人でもラクラクできる初
心者向きのヨガクラス／定員30人

（要予約）

無料
ヨガ同好会ラン
鈴木☎368-7078

ふるさとを想う　民謡発表
会

6月17日㈰午前10時
／東北歴史博物館

祖先から唄い継がれてきた日本の民
謡！「宮城の四季・田畑に唄う」など、
会員が唄います。どうぞお越しくだ
さい。

無料
日本民謡研究桃也会
石川☎368-2638

斉藤杏子オカリナコンサー
ト“復幸”へ

6月17日㈰午後1時30分～2
時30分
／ホテルグランドパレス塩釜

無料
阿部☎080-1800-6060

新婦人多賀城支部体験会 6月22日㈮午前10時～午後3
時
／八幡公民館

親子リズム体操、リンパマッサージ、
クラフトテープを用いた小物づくり
など／どなたでも

大人200円、こども無料
（昼食付き）
龍淵☎368-3688（夜間のみ）
または090-5831-1507

合唱団フラワーズコンサー
ト「明日につなごう思い出
の歌」

6月23日㈯午後1時30分
／文化センター

ゲストにソプラノ小川瑞枝さんを迎
えてのコンサート

無料
井上☎365-5431

多賀城「支え合いの会」 6月24日㈰午前10時～正午
／市民活動サポートセンター

森山英子氏による傾聴ボランティア
基礎講座／25人募集

500円
向坂☎367-4071

おもちゃの1日病院 6月24日㈰午前10時～午後5
時
／市民活動サポートセンター

事前に電話予約をお願いします。 修理代無料　部品代実費
おもちゃドクターピノキオ
小田☎090-3984-0872

（午後8時～9時）
自然塾カワセミクラブ勉強
会

6月30日㈯午前10時～11時
30分
／文化センター

東北歴史博物館柳沢氏による講演
「貞観の大地震から学ぶ」
（事前申込不要）

無料
七海☎364-1304

コール・マーガレット
第7回コンサート

6月30日㈯午後2時開演
／文化センター

～Thank you for the MUSIC～ 無料
渡部☎309-4480

第52回宮城県母親大会 
in塩竈

7月1日㈰午前9時30分～午
後4時
／塩竈市立月見ケ丘小学校

安斎育郎氏による記念講演「放射能
汚染からいのちを守るために」

大人700円、高校生以下無料
第52回宮城県母親大会塩竈実
行委員会☎366-3687

心の駅　チャリティー演芸
会

7月28日㈯午前10時～午後3
時30分
／文化センター

カラオケと舞踊
多賀城市民の出演者を募集していま
す。

入場無料（要整理券）
参加料6,000円
渡部☎365-4225

宮城学院女子大学音楽科Ｏ
Ｇチャリティーコンサート
～多賀城～

11月18日㈰午後2時～4時
／文化センター

ソロ演奏希望者および音楽科教授な
かにしあかね女声合唱作品合唱団員
を募集しています。

未定
多賀城公演実行委員会
中村☎090-6250-7910
高橋☎090-2972-5227

浮
島
サ
ザ
ン
カ
ジ
ュ
ニ

ア
ー
ズ

活
動
／
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
3
時（
城
南
小

学
校
校
庭
な
ど
）

問
／
佐
藤
☎
3
6
8
・
8
2
2
1

　
今
年
で
結
成
33
年
目
を
迎
え
る
浮
島
サ
ザ
ン
カ

ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
は
、
現
在
、
小
学
3
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
18
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
野

球
チ
ー
ム
で
す
。
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
で
き
る

こ
と
が
チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

整
列
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
○
○
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」と
、

一
人
ず
つ
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
か
ら
練
習
が
始

ま
り
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
か
け
声
を
か
け
て
リ

ズ
ム
に
乗
り
、
楽
し
く
全
身
を
動
か
す
ブ
ラ
ジ
ル

体
操
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
時
も
元
気
な
声

は
絶
え
ま
せ
ん
。

　
4
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
七
ケ
浜
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
で
は
、
一
日
3
試
合
を
行
い
、

42
チ
ー
ム
中
で
準
優
勝
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
、
誰

か
に
頼
る
の
で
は
な
く
、一
人
一
人
が
声
を
出
し
、

ミ
ス
を
し
て
も
み
ん
な
で
カ
バ
ー
し
あ
う
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
信
条
だ
そ
う
で
す
。

　
「
技
術
を
高
め
る
よ
り
野
球
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
」と
話
す
菅
原
監
督
。
各
自
が
野
球
ノ
ー

ト
を
用
い
て
練
習
や
試
合
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

考
え
な
が
ら
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
で
は
監

督
・
コ
ー
チ
の
指
示
が
素
直
に
伝
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、練
習
に
協
力
し
て
く
れ
る
保
護
者

や
Ｏ
Ｂ
、自
分
の
プ
レ
ー
を
支
え
て
く
れ
る
仲
間
、

野
球
道
具
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
浮
島
サ
ザ
ン
カ
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
で
は
現
在
メ
ン

バ
ー
を
募
集
中
。楽
し
く
野
球
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
・
女
の
子
も
大
歓
迎
で
す
！
ぜ
ひ
、
一
度

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　天童の観光果樹園（19農
園）が6月1日統一開園式
を開催します。
　太陽の光をいっぱい浴び
て黄色いサクランボたちは
紅く色づいていきます。い
ろんな品種がありますが、あまーい佐藤錦や紅秀峰、
そのほかたくさんのサクランボが、皆さんのおいで
をお待ちしています。
　どうぞ天童のさくらんぼ狩りにおでかけくださ
い。

❖期　間／6月～7月中旬　
❖入場料／大人1,200円から、小人1,000円から

❖その他のイベント予定
　6月～9月	 くちびる美人コンテスト
　6月3日	 天童高原夏山開き
　7月7日～15日	 天童紅花まつり

問／天童市商工観光課
☎023-654-1111　内線222、223

　2011年度ミズノス

ポーツメントール賞を

受賞した大倉克志さん

（鶴ケ谷在住）。

　約30年間、地域の

子どもたちに、空手を

教えている指導者です。

　現在は総合体育館武

道場で年長児から大人

まで30人の空手指導をしています。

　「子どもたちの成長が何より楽しみです」と話す大

倉さんは、長年にわたり一人一人と丁寧に向き合っ

て指導してきた実績が認められ、宮城県では十数年

ぶりの受賞となりました。

❖「天童のさくらんぼ」をどうぞ

友好都市だより　山形県天童市

ミズノスポーツメントール賞とは…メントール（メ
ンター）とはギリシャ語で、賢明で信頼のおける助
言者という意味があり、長年継続して地域スポー
ツの振興に尽力した指導者に贈られるものです。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX	368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。

会
員
募
集

タイトル 活動／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
スポーツクラブ「リオエイ
ト」
Ｕ-15レディスサッカー教室

体験会6月5日㈫、8日㈮、12
日㈫午後7時～9時／山王地区
公民館

体験会終了後サッカースクールとし
て長期的活動に移行予定
／市内女子中学生（各日定員15人）

無料
川村☎368-7681

パソコンサークルひまわり 原則毎月第1・2・3金曜日午
前9時30分～11時30分／市
民活動サポートセンター

ご自分のパソコンを使用します。初
めての方でも安心して始められま
す。一度見学に来てください。

入会金1,000円　月1,500円
阿部☎368-3682

レ・アール　クラシックバ
レエ

毎週水曜・木曜日午後5時～8
時30分／第2グリーンビル（塩
竈市）

小学生～一般（初心者歓迎） 月3,500円～
田中☎090-3982-0327

小学生ジャズバンド
「ブライト☆キッズ」

毎週土曜・日曜日午前9時～午
後4時／多賀城東小学校ほか

ご連絡の上、ぜひ見学にいらしてく
ださい。初心者大歓迎です！／小学
生

月4,000円
（コンサート積立金含む）
金野☎090-4636-5043

（午後7時以降）
佐々木☎090-8258-5558

（午後4時以降）
山王ヨガサークル 毎月第 1・3 水曜日午前 10 時

から11時／山王地区公民館
初心者向けのヨガ／どなたでも 各回500円

NPO法人日本ＹＯＧＡ連盟
阿部☎090-8786-9059

ＳＥＩＧＡＮ（せいがん） 毎週木曜日午後7時～9時／山
王地区公民館
月2回月曜日午後7時～9時／
多賀城第二中学校

9人制バレーボール／家庭婦人、初
心者歓迎

入会金3,000円　月1,000円
鈴木☎090-4313-1145

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜日午前10時30分か
ら／
高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操／生後6カ月から入園前までの
親子

月1,200円
岸下☎090-5986-8667

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの
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く
ら
し
の
情
報

平
成
24
年
度
市
職
員
採
用

試
験

申
込
書
請
求
／
総
務
課
人
事
係
へ
直

接
。
郵
送
希
望
の
場
合
は
、封
筒
に「
職

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き

し
、
1
2
0
円
切
手
を
張
り
付
け
た

A
4
判
の
書
類
が
入
る
大
き
さ
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
同
係
へ

（
〒
9
8
5
―
8
5
3
1
）

※
募
集
内
容
の
詳
細
は
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
総
務
課
人
事
係

内
線
2
2
4
～
2
2
7

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）ま
で
都
市
計
画

課
都
市
計
画
係（
内
線
4
2
4
～

4
2
6
）へ

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

促
進
事
業
補
助
金
利
用
者

　
市
内
の
木
造
住
宅
で
耐
震
改
修
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
に
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／「
多
賀
城
市
木
造
住
宅
耐
震
診

断
等
支
援
事
業
」お
よ
び「
多
賀
城
市
耐

震
改
修
計
画
等
支
援
事
業
」に
よ
る
耐

震
精
密
診
断
の
総
合
評
点
が
1
・
0
未

満
の
住
宅
で
、
耐
震
改
修
工
事
実
施
後

の
総
合
評
点
が
1
・
0
以
上
と
な
る
住

宅
。
ま
た
は
、
総
合
評
点
が
0
・
7
未

満
の
住
宅
で
宮
城
版
住
宅
に
建
て
替
え

す
る
住
宅

補
助
金
額
／
55
万
円
以
内（
耐
震
改
修

工
事
お
よ
び
そ
の
他
改
修
工
事
を
実
施

す
る
場
合
）

募
集
件
数
／
8
件（
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
）

抽
選
日
時
・
会
場
／
6
月
29
日
㈮
午
後

3
時
か
ら
・
市
役
所
地
下
B
1
0
1

会
議
室

申
込
書
配
布
／
6
月
1
日
㈮
か
ら

申
込・問
／
6
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）ま
で
都
市
計
画

課
都
市
計
画
係（
内
線
4
2
4
～

4
2
6
）へ

プ
ー
ル
監
視
員

業
務
内
容
／
夏
休
み
期
間
中
の
市
内
小

中
学
校
で
の
プ
ー
ル
の
監
視

募
集
人
数
／
若
干
名

雇
用
期
間
／
7
月
23
日
㈪
～
8
月
24
日
㈮

の
指
定
す
る
日（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

雇
用
時
間
／
1
日
6
時
間
以
内（
勤
務

時
間
は
各
学
校
が
指
定
）

時
給
／
7
3
0
円

資
格
／
18
歳
以
上（
高
校
生
を
除
く
）で

水
泳
が
で
き
る
方

申
込
・
問
／
6
月
18
日
㈪
ま
で（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）、
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
張
り
付

け
の
上
、
学
校
教
育
課（
内
線
5
2
2

～
5
2
4
）へ
直
接

史
都
多
賀
城
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
多
賀
城
市
観
光
協
会
の
委
嘱
を
受
け

て
、
本
市
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
市
内

の
史
跡
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
・
解

説
を
行
い
ま
す
。

　
勉
強
会
や
情
報
交
換
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
め
は
先
輩
ガ
イ

ド
と
一
緒
に
活
動
し
ま
す
の
で
、
初
心

者
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
、
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
多
賀
城
の
歴
史
・
文
化
な
ど
に

興
味
と
関
心
を
お
持
ち
の
方

申
込
・
問
／
多
賀
城
市
観
光
協
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
）

内
線
4
7
1
、
4
7
2

■
警
察
官
・
警
察
職
員

申
込
・
問
／
宮
城
県
警
察
本
部
警
務
部

警
務
課
採
用
係

☎
0
1
2
0
・
2
0
4
・
6
0
6

■
平
成
24
年
度
国
家
公
務
員「
税
務
職

員
採
用
試
験
」（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格
／

①
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
、
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
お
よ
び
平
成
25
年
3
月
ま
で
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
前
記
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

申
込
受
付
期
間
／

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
＝
6
月
26
日

㈫
～
7
月
5
日
㈭

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

郵
送
・
持
参
の
場
合
＝
7
月
2
日
㈪
～

10
日
㈫
ま
で

問
／
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
2
2
1
・
2
0
2
2

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
2
6
3
・
1
1
1
1

内
線
3
2
3
6

平
成
24
年
度
市
・
県
民
税

課
税
・
所
得
証
明
書
の
発

行
　
次
の
と
お
り
、
税
務
課
窓
口
お
よ
び

自
動
交
付
機
で
発
行
し
ま
す
。

税
務
課
窓
口
＝
6
月
11
日
㈪
か
ら

自
動
交
付
機
＝
6
月
12
日
㈫
か
ら

※
特
別
徴
収
の
方（
住
民
税
が
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
方
）に
つ
い
て
は
、

5
月
11
日
よ
り
発
行
し
て
い
ま
す
。

手
数
料
／
1
通
2
0
0
円

必
要
な
も
の
／

▼
税
務
課
窓
口
＝
身
分
を
証
明
す
る
も

の（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）、

ま
た
は
印
鑑（
朱
肉
を
使
っ
て
押
印
す

る
も
の
）

※
本
人
以
外
の
方
は
委
任
状
、
身
分
証

明
書
が
必
要

▼
自
動
交
付
機
＝
市
民
カ
ー
ド
ま
た
は

暗
証
番
号
登
録
済
み
の
印
鑑
登
録
証

※
デ
ー
タ
入
替
作
業
の
た
め
、
6
月
11

日
㈪
は
、
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
な
ど
に

■
県
営
住
宅
入
居
者

申
込
書
配
布
／
6
月
1
日
㈮
か
ら
都
市

計
画
課
総
務
企
画
係（
内
線
4
2
1
～

4
2
3
）で
も
配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問
／
6
月
1
日
㈮
か
ら
12
日
㈫

ま
で
郵
送
に
て
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

（
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
1
番
20

号
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
2
2
4
・
0
0
1
4

木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支

援
事
業（
一
般
診
断
）利
用

者
　
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
に
耐
震
診
断
士
を
派

遣
し
ま
す
。

対
象
／

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
一
戸
建
て
住
宅

②
従
来
軸
組
構
法
ま
た
は
枠
組
壁
構
法

に
よ
る
木
造
平
屋
か
ら
3
階
建
て
ま
で

の
住
宅

③
過
去
に
多
賀
城
市
木
造
住
宅
耐
震
改

修
計
画
等
支
援
事
業
お
よ
び
木
造
住
宅

耐
震
診
断
等
支
援
事
業
を
利
用
し
て
い

な
い
こ
と

費
用
／
8
千
円
か
ら（
建
物
の
床
面
積

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

募
集
件
数
／
15
件（
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
）

抽
選
日
時
・
会
場
／
6
月
29
日
㈮
午
後

1
時
か
ら
・
市
役
所
地
下
B
1
0
1

会
議
室

申
込
書
配
布
／
6
月
1
日
㈮
か
ら

申
込・問
／
6
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮（
土

あ
る
自
動
交
付
機
で
の
各
種
証
明
書
の

発
行
を
終
日
停
止
し
ま
す
。

問
／
税
務
課
市
民
税
係

内
線
1
5
1
～
1
5
3

特
別
障
害
者
手
当
等
制
度

特
別
障
害
者
手
当
／
身
体
ま
た
は
精
神

（
知
的
障
害
を
含
む
）に
重
度
障
害
が
2

つ
以
上
重
複
す
る
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障

害
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す

障
害
児
福
祉
手
当
／
身
体
ま
た
は
精
神

（
知
的
障
害
を
含
む
）に
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の

重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す

支
給
要
件
／

①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
3

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
な
い
こ
と

（
特
別
障
害
者
手
当
）

②
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

③
受
給
者
お
よ
び
受
給
者
の
配
偶
者
・

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
以

内
で
あ
る
こ
と

　
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
障
害
程

度
の
判
定
が
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

手
当
用
認
定
診
断
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
8
～
1
6
9

非
常
勤
職
員（
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
）

業
務
内
容
／
応
急
仮
設
住
宅
居
住
者
の

巡
回
訪
問
お
よ
び
健
康
相
談
業
務

募
集
人
員
・
要
件
／
1
人
・
保
健
師
免

許
ま
た
は
看
護
師
免
許
、
普
通
自
動
車

免
許（
オ
ー
ト
マ
可
）

勤
務
期
間
／
7
月
1
日
～
平
成
25
年
3

月
31
日

勤
務
時
間
・
給
与
／
週
5
日（
月
曜
～

金
曜
日
）1
日
6
時
間
、
保
健
師
月
給

1
7
2
、
2
0
0
円
、
看
護
師
月
給

1
4
9
、
8
0
0
円

申
込
・
問
／
6
月
20
日
㈬
ま
で
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

張
り
付
け
の
上
、
資
格
を
証
す
る
書
類

（
原
本
）を
添
え
て
社
会
福
祉
課
生
活
再

建
支
援
室（
内
線
6
5
2
、
6
5
3
）

へ
直
接（
郵
送
不
可
）

臨
時
保
育
士

業
務
内
容
／
市
内
の
公
立
保
育
所
で
乳

幼
児
の
保
育

募
集
人
数
／
2
人

　

な
お
、
面
接
は
履
歴
書（
写
真
張
り

付
け
）お
よ
び
保
育
士
証
の
写
し
を
持

参
し
て
い
た
だ
く
際
に
随
時
実
施
し
ま

す
。

申
込
・
問
／
応
募
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係（
内
線

1
8
3
、
1
8
4
）へ

留
守
家
庭
児
童
学
級
指
導

員業務
内
容
／
放
課
後
に
お
け
る
学
童

（
小
学
1
～
3
年
生
）の
保
育

募
集
人
数
／
2
人

　

な
お
、
面
接
は
履
歴
書（
写
真
張
り

付
け
）等
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
際
に

随
時
実
施
し
ま
す
。

申
込
・
問
／
応
募
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係（
内
線

1
8
3
、
1
8
4
）へ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
高
校
生
以
上
で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
や
お
も
ち
ゃ
作
り
、
裁
縫

な
ど
が
得
意
な
方
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
☎
3
8
9
・
2
1
8
0
）へ
直

接
ま
た
は
電
話
で

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者

　
市
営
住
宅
が
空
い
た
際
に
入
居
で
き

る
補
欠
者
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
ま
す
。

募
集
住
宅
／
大
代
、
高
崎
、
紅
葉
山
、

浮
島
、
大
松
、
留
ケ
谷
、
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
多
賀
城（
借
上
）の
各
市
営
住
宅

申
込
資
格
／
一
般
世
帯
の
場
合
は
月
収

額
が
15
万
8
千
円
ま
で
の
方
、
ま
た
は

裁
量
世
帯
の
場
合
は
月
収
額
が
21
万
4

千
円
ま
で
の
方

申
込
・
問
／
6
月
18
日
㈪
か
ら
都
市
計

画
課
総
務
企
画
係（
内
線
4
2
1
～

4
2
3
）で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入

の
上
、
6
月
25
日
㈪
ま
で
同
係
へ

くらしのくらしの
情報情報

募
集

く
ら
し

税
の
お
知
ら
せ

試験区分 申込期間 第1次試験

警察官A
（大学卒業・大学
卒業見込み）

5月18日㈮　　
　～6月15日㈮ 7月8日㈰

警察官B
（大学卒業以外）

7月27日㈮　　
　～8月24日㈮ 9月16日㈰

警察事務
（短期大学卒業・
高校卒業程度）

8月10日㈮　　
　　　～31日㈮ 9月23日㈰

試験の概要

試験区分
上級

（大学卒業
程度）

上級
（大学卒業
程度）

上級
（大学卒業程度）

職種（採用
予定人員）

行政
（10人程度）

土木
（若干名）

保健師
（若干名）

年齢、資格
要件など

昭和58年4月2日～平
成3年4月1日に生ま
れた方

昭和58年4月2日～
平成4年4月1日に生
まれた方であって、
保健師の資格を有す
るものまたは、平成
25年3月31日まで
に資格を取得する見
込みのもの

募集要領 6月1日㈮から配布

申込期間 6月1日㈮～6月22日㈮
※郵送の場合は、22日必着

第1次試験
期日／7月22日㈰
会場／多賀城市立高崎中学校
内容／教養試験、適性検査、専門試験（土木お
よび保健師のみ）

第2次試験
（予定）

期日／8月下旬～9月上旬の間1日
会場／多賀城市役所
内容／集団討論、面接試験
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医
療
費
助
成
を
受
給
の
方

は
所
得
の
申
告
を
忘
れ
ず

に
　
各
種
医
療
費
助
成
に
は
所
得
制
限
を

設
け
て
い
ま
す
。
10
月
1
日
か
ら
平
成

25
年
9
年
30
日
ま
で
は
、
平
成
23
年
中

の
所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
所
得
の

確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
医
療
費
助
成

受
給
者
証
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
。
所

得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
忘

れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
申
請
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、
電
話
や
窓
口
で
所
得
要
件
な

ど
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
窓
口
で
登
録

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖
乳
幼
児
医
療
費
助
成

・
0
歳
か
ら
6
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
で
、
保
険

適
用
分
と
な
る
外
来
・
入
院
の
範
囲
で

助
成

❖
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
～
3
級（
3

級
は
内
部
疾
患
の
み
）の
方

・
療
育
手
帳［
A
］の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
支
給
対

象
者（
20
歳
未
満
の
方
で
、
20
歳
の
誕

生
日
月
ま
で
有
効
）

❖
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成

・
母
子
家
庭
の
母
親（
児
童
を
も
つ
母
）

・
父
子
家
庭
の
父
親（
児
童
を
も
つ
父
）

・
前
記
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※
児
童
と
は
0
歳
～
18
歳
に
な
っ
た
日

以
降
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
期
間

に
あ
る
方
で
す

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

■
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金
の
額

が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
年
金
を
受
け

る
権
利
を
確
保
す
る
た
め
、
日
本
年
金

機
構
で
は
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
保
険

料
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に

「
お
電
話
」や「
ご
自
宅
へ
の
訪
問
」に
よ

る
納
付
の
ご
案
内
を「
日
立
キ
ャ
ピ
タ

ル
債
権
回
収
株
式
会
社
」（
民
間
業
者
）

に
委
託
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
案
内
は
休
日
や
夜
間
に
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
委
託
業
者
に
提
供
し
て
い
る
個
人
情

報
は
、
納
付
の
案
内
を
行
う
上
で
必
要

と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
情

報
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
目

的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
え
い
、
複
写
複

製
な
ど
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

■
危
険
物
安
全
週
間

　
危
険
物
安
全
週
間
が
、
6
月
3
日
か

ら
9
日
ま
で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
危
険
物
は
、
事
業
所
や
工
場
な
ど
で

使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
一
般
家
庭
で
も
灯

油
や
油
性
塗
料
、
ス
プ
レ
ー
製
品
な
ど

普
段
使
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
危
険
物
は
そ
の
使
い

方
を
誤
る
と
火
災
や
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
安
全

で
正
し
い
取
り
扱
い
や
保
管
方
法
を
心

が
け
、
危
険
物
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

❖
平
成
24
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進

標
語

「
危
険
物
　
め
ざ
せ
完
封
　
ゼ
ロ
災
害
」

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課

☎
3
6
1
・
1
6
1
7（
直
通
）

多
賀
城
消
防
署

☎
3
6
6
・
0
1
7
7

■
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　
ホ
テ
ル
、
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事

務
所
な
ど
で
多
数
の
人
々
が
出
入
り

し
、
勤
務
す
る
事
業
所（
小
規
模
な
社

会
福
祉
施
設
な
ど
も
含
む
）ま
た
は
、

一
つ
の
建
物
内
に
管
理
権
限
者
が
異
な

る
テ
ナ
ン
ト
な
ど
が
存
在
す
る
場
合

で
、
各
テ
ナ
ン
ト
の
管
理
す
る
収
容
人

員
が
多
い
場
合
に
は
、
消
防
法
に
定
め

ら
れ
た
資
格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
資
格
取
得
講
習
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
7
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

5
時
、
13
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
3
時

30
分

会
場
／
塩
釜
商
工
会
議
所（
塩
竈
市
港

町
一
丁
目
6
番
20
号
）

定
員
／
80
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）

申
込
／
6
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮
ま
で
塩

釜
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内
の
消
防
署

へ
　
な
お
、
受
講
に
は
、
テ
キ
ス
ト
が
必

要
で
す
。
受
付
の
際
に
、
塩
釜
地
区
防

災
安
全
協
会
が
3
、
8
0
0
円
で
販

売
し
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課

指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
6

■
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資
制
度

　
本
市
で
は
、
勤
労
者
の
方
々
の
生
活

安
定
を
図
る
た
め
、
東
北
労
働
金
庫
と

提
携
し
、
勤
労
者
向
け
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
勤
務
先
ま
た
は
住
所
を

有
す
る
勤
労
者
で
、
東
北
労
働
金
庫
の

会
員
お
よ
び
そ
の
構
成
員
と
な
る
資
格

を
有
す
る
方（
東
北
労
働
金
庫
の
会
員

に
は
、個
人
で
も
随
時
加
入
で
き
ま
す
）

融
資
の
内
容
／

①
育
児
・
介
護
休
業
者
生
活
安
定
資
金

＝
育
児
ま
た
は
介
護
休
業
中
に
要
す
る

生
活
資
金

②
一
般
生
活
資
金
＝
本
人
と
そ
の
被
扶

養
者
の
婚
姻
、
出
産
、
療
養
、
学
費
、

災
害
、
葬
祭
、
通
勤
用
自
家
用
車
購
入

に
要
す
る
生
活
資
金

融
資
限
度
額
・
利
率（
年
利
）／

①
1
0
0
万
円
、
1
・
20
%
、

②
2
0
0
万
円
、
2
・
50
%

償
還
期
間
／
①
5
年
以
内
の
分
割
払
い

（
1
年
以
内
の
元
金
据
え
置
き
期
間
を

含
む
）

②
5
年
以
内
の
分
割
払
い

保
証
人
／
1
人
以
上
の
保
証
人
ま
た
は

日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
が

必
要
で
す

申
込
・
問
／
東
北
労
働
金
庫
新
塩
釜
支

店☎
3
6
4
・
3
1
1
5

■
女
性
の
健
康
相
談

　
女
性
医
師
が
、
思
春
期
や
更
年
期
の

身
体
的
・
精
神
的
不
調
、
家
庭
や
職
場

で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
女

性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
①
6
月
2
日
㈯
②
6
月
16
日
㈯

③
6
月
23
日
㈯
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時

～
4
時 

会
場
／
①
塩
釜
市
内
②
石
巻
市
内
③
栗

原
市
内（
電
話
予
約
時
に
詳
し
い
会
場

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

予
約
先
／
宮
城
県
女
医
会
女
性
の
健
康

相
談
室

☎
0
9
0
・
5
8
4
0
・
1
9
9
3

問
／
宮
城
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
2
1
1
・
2
6
2
3

の
方
）は
所
得
割
額
が
一
律
に
5
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
に
対
す
る
軽
減

　
制
度
加
入
の
前
日
ま
で
、
会
社
の
健

康
保
険
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て

も
、
特
例
措
置
と
し
て
所
得
割
額
は
か

か
ら
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
額
は
9
割

軽
減
さ
れ
ま
す（
国
民
健
康
保
険
や
国

民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
軽
減
を
受
け
る
た

め
に
、
あ
ら
た
め
て
申
請
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
へ（
所
得
申
告
は
お
済
み

で
す
か
）

　

世
帯
主（
国
保
未
加
入
の
世
帯
主
を

含
む
）と
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
全
員

の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
、
国
民
健
康

保
険
税（
均
等
割
額
・
平
等
割
額
）が
軽

減
さ
れ
た
り
、
1
カ
月
あ
た
り
の
医
療

費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
所
得
の
申
告（
確
定
申
告
ま
た
は

市
県
民
税
申
告
な
ど
）が
必
要
と
な
る

の
で
、
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

生
け
垣
づ
く
り
に
要
す
る

費
用
助
成

　
公
道
に
面
し
た
敷
地
に
、
生
け
垣
を

延
べ
5
メ
ー
ト
ル
以
上
設
置
す
る
場

合
、
設
置
費
用
の
2
分
の
1
以
内
で
、

最
高
限
度
額
20
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す

（
生
け
垣
設
置
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
費
用
も
助
成
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
こ
の
助
成
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行

い
ま
す
の
で
早
期
に
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
4
～
4
2
6

特
定
健
康
診
査
の
無
料
受

診
　
6
月
に
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
に

つ
い
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
本
年
度
に
限
り

1
、
3
0
0
円
の
自
己
負
担
金
が
無

料
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
細
検
査（
心
電
図
・
眼
底

検
査
）に
該
当
し
な
い
方
で
も
、
希
望

さ
れ
る
方
は
心
電
図
1
、
5
0
0
円
、

眼
底
検
査
1
、
0
0
0
円
の
自
己
負

担
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

夏
期
は
軽
装
で
勤
務
し
ま

す
　

5
月
14
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の

間
、
市
職
員
は
上
着
や
ネ
ク
タ
イ
を
着

用
し
な
い
な
ど
の
軽
装
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
本
市
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
運
用
に
よ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
お
よ
び
節
電
対
策
を
よ
り
一

層
進
め
る
た
め
、
例
年
よ
り
早
く
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
総
務
課
人
事
係

内
線
2
2
4
～
2
2
6

た
が
さ
ぽ
で
は
N
P
O
や

自
治
会
・
町
内
会
の
活
動

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
通

称
た
が
さ
ぽ
）で
は
、
地
域
の
た
め
に

活
動
す
る
N
P
O
や
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
の
相
談
に
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
て

い
ま
す
。
た
が
さ
ぽ
に
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
約
4
年
間
で
延
べ
1
、
4
8
7
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
度

だ
け
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
継
続
的
な

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
行
政
や
企

業
だ
け
で
は
対
応
の
難
し
い
地
域
や
社

会
の
課
題
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
発

的
に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
て
と
も
に

考
え
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案

を
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
ま
で
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

日
時
／
開
館
日
随
時（
予
約
不
要
）

相
談
内
容
／
広
報
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
・

会
計
・
会
議
運
営
・
助
成
金
・
会
報
づ

く
り
・
事
業
計
画
・
報
告
書
・
新
規
団

体
立
ち
上
げ
・
団
体
の
法
人
化
ほ
か

費
用
／
無
料

問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

第
54
回「
水
道
週
間
」

　
「
さ
あ
今
日
も
　
水
と
元
気
が
　
蛇

口
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
今

年
も
水
道
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
水
道
週
間
と
は
、
水
道
利
用
者
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
6
月

1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
間
に
全
国
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
上
水
道
部
で
は
、
安
全
で
良
質
な
水

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
地
震

災
害
を
教
訓
に
し
て
災
害
に
強
い
水
道

づ
く
り
や
、
水
道
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
市
役
所
1
階
ロ

ビ
ー
に
水
道
に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
に
関

す
る
こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

上
水
道
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
／
管
理
課
総
務
企
画
係

内
線
7
6
3
～
7
6
5

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
被

保
険
者
の
方
に
均
等
に
ご
負
担
い
た
だ

く「
均
等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
方
の

所
得
に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く「
所

得
割
額
」を
合
計
し
て
個
人
単
位
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
個
々
の
被
保
険
者
ご

と
の
保
険
料
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
23
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

し
、
7
月
中
旬
以
降
に
郵
便
で
個
別
に

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

❖
保
険
料
の
軽
減
措
置

①
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　
所
得
の
低
い
方
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
均
等
割

保
険
料（
4
万
9
2
0
円
）が
、
平
成

24
年
度
に
お
い
て
も
、
次
の
表
の
と
お

り
、昨
年
度
と
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　

所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、

前
年
中
の
所
得
が
58
万
円
以
下
で
、
所

得
割
額
を
負
担
さ
れ
る
方（
例
え
ば
、

年
金
収
入
の
み
の
方
の
場
合
、
年
額

1
5
3
万
円
超
～
2
1
1
万
円
以
下

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の
総所得金額等

軽減後の均等
割額（年額）

9割
「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、
被保険者全員の年金収入が80万円以下」の
世帯（その他各種所得がない場合）

4,092円

8.5割 「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 6,138円

5割
「基礎控除額（33万円）+24.5万円×被保険
者の数（被保険者である世帯主を除く）」を
超えない世帯

20,460円

2割 「基礎控除額（33万円）+35万円×世帯の被
保険者数」を超えない世帯 32,736円
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【
お
わ
び
と
訂
正
】

　

広
報
多
賀
城
5
月
号
の
15
ペ
ー
ジ

「
ま
ち
か
ど
ニ
ュ
ー
ス
」に
掲
載
し
た
今

年
度
の
入
学
者
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）小
学
校　
3
、
5
9
8
人

　
　
中
学
校　
1
、
8
7
1
人

（
正
）小
学
校
　
5
8
2
人

　
　
中
学
校
　
6
0
4
人

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
2
～
5
2
4

中
央
公
民
館
事
業

問
い
合
わ
せ
は
す
べ
て
同
公
民
館
へ

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

❖
第
31
回
市
民
音
楽
祭
出
演
団
体
募
集

日
時
／
11
月
11
日
㈰

会
場
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）

内
容
／
合
唱
、
器
楽
、
吹
奏
楽

対
象
／
主
に
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ア

マ
チ
ュ
ア
の
グ
ル
ー
プ・サ
ー
ク
ル
で
、

主
な
メ
ン
バ
ー
が
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
こ
と

申
込
／
6
月
22
日
㈮
ま
で
中
央
公
民
館

へ
直
接

❖
子
ど
も
映
画
会

日
時
／
6
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

内
容
／
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬（
長
編
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
版
）

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
幼
児
か
ら
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護

者
1
0
0
人
、
無
料

申
込
／
不
要

❖
名
作
映
画
会

日
時
／
6
月
23
日
㈯
午
後
2
時
～
4
時

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

内
容
／
裸
の
大
将
放
浪
記

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
方
1
0
0
人
、
無
料

申
込
／
不
要

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演

者
募
集

日
時
／
8
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

3
時

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
ロ

ビ
ー

募
集
組
数
／
6
～
8
組

参
加
費
／
無
料

演
奏
時
間
／
1
組
20
分
程
度

ジ
ャ
ン
ル
／
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、

邦
楽
な
ど
、
声
楽
も
可

応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方
、
ま
た
は

市
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
方
や
団

体
で
楽
器
持
ち
込
み
可
能
な
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方

募
集
期
間
／
6
月
1
日
㈮
～
7
月
14
日

㈯

申
込
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

問
／
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
0
1
3
1

消
防
団
演
習

　
消
防
団
の
団
結
を
強
化
し
、
消
防
団

員
の
士
気
の
高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
、
消
防
団
演
習
を
実
施
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
見
学
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
6
月
17
日
㈰
午
前
9
時
か
ら

会
場
／
多
賀
城
八
幡
小
学
校

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
4

多
賀
城
月
の
市
こ
ど
も
元

気
祭
り

　
史
都
多
賀
城
に
活
気
と
絆
を
取
り
戻

す
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き「
多
賀
城

月
の
市
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は「
こ
ど
も
元
気
祭
り
」と
題

し
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
6
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

3
時

会
場
／
J
R
仙
石
線
多
賀
城
駅
前
広

場（
旧
長
崎
屋
跡
地
）

内
容
／
破ハ

牙ギ

神シ
ン

ラ
イ
ザ
ー
龍
ミ
ニ

シ
ョ
ー
&
ゲ
ー
ム
大
会
、
夢
ケ
ー
キ

を
作
ろ
う
、
子
供
ゲ
ー
ム
広
場
、
仮
装

大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店

な
ど

※
雨
天
の
場
合

　
破ハ

牙ギ

神シ
ン

ラ
イ
ザ
ー
龍
ミ
ニ
シ
ョ
ー
は

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
夢
ケ
ー
キ
を
作
ろ

う
は
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
6
月
24
日
㈰
に
順
延
と
な
り
ま

す
。

問
／
商
工
観
光
課
商
工
係

内
線
4
7
3

み
ん
な
お
い
で
よ
!
フ
ァ

ミ
サ
ポ
ま
つ
り

日
時
／
6
月
26
日
㈫
午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分

会
場
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
と

フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
に
関
心
が
あ
る
市
民

の
方

内
容
／
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
手
づ
く
り

お
も
ち
ゃ
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

申
込
／
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
以
外
の
方
は

申
込
は
不
要
で
す

問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
9
・
2
1
8
1

縄
文
体
験 

ア
ン
ギ
ン
編
み

日
時
／
6
月
24
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分

会
場
／
多
賀
城
史
遊
館

対
象
／
小
学
5
・
6
年
生（
4
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
可
）

定
員
／
10
人
程
度（
同
伴
の
保
護
者
含

む
）

内
容
／
ア
ン
ギ
ン
と
呼
ば
れ
る
縄
文
時

代
の
布
の
編
み
方
で
、
コ
ー
ス
タ
ー
を

つ
く
り
ま
す

費
用
／
1
0
0
円

申
込
／
6
月
19
日
㈫
ま
で
多
賀
城
史
遊

館
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

問
／
多
賀
城
史
遊
館

☎
3
6
8
・
3
1
2
7

親
子
体
操
教
室

日
時
／
6
月
21
日
～
7
月
19
日
ま
で　

毎
週
木
曜
日（
全
5
回
）、
午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
／
総
合
体
育
館

対
象
・
定
員
／
2
歳
～
4
歳
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
30
組

内
容
／
マ
ッ
ト
運
動
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

体
操
な
ど
親
子
で
体
を
動
か
し
ま
す

費
用
／
3
、
0
0
0
円

申
込
／
6
月
15
日
㈮
ま
で
参
加
料
を
添

え
て
、
総
合
体
育
館
窓
口
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

問
／
多
賀
城
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
3
6
5
・
1
9
1
1

山
王
地
区
公
民
館
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
利
用
再
開

　
4
月
の
強
風
に
よ
り
倒
壊
し
た
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
外
周
フ
ェ
ン
ス
修
繕
が
終

了
し
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
／
山
王
地
区
公
民
館

☎
3
6
8
・
6
1
9
2

■
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
復
興
支

援
事
業「
わ
ん
ぱ
く
・
元
気
ス
ク
ー
ル
」

日
時
／
7
月
22
日
㈰
～
24
日
㈫

会
場
／
花
山
青
少
年
自
然
の
家

対
象
・
定
員
／
県
内
応
急
仮
設
住
宅
・

応
急
仮
設
扱
い
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
住

む
小
学
4
年
～
6
年
の
男
女
1
0
0

人内
容
／
自
然
体
験
活
動
・
冒
険
ゲ
ー
ム

ほ
か

費
用
／
無
料（
送
迎
バ
ス
発
着
場
所
ま

で
保
護
者
が
送
迎
）

※
高
校
生
J
R
C
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

指
導
者
25
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

申
込
／
6
月
1
日
㈮
か
ら（
定
員

1
0
0
人
に
な
り
次
第
終
了
と
し
ま

す
）

問
／
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
組
織

振
興
課

☎
2
7
1
・
2
2
5
2

■
東
北
歴
史
博
物
館
催
事
情
報

「
館
長
講
座
」

日
時
／
6
月
9
日
㈯
、
30
日
㈯
、
7
月

以
降
は
平
成
25
年
1
月
ま
で
原
則
第

2
・
4
土
曜
日
に
開
講（
全
15
回
）、
午

後
1
時
30
分
～
3
時

会
場
／
東
北
歴
史
博
物
館

テ
ー
マ
／
古
代
国
家
と
蝦
夷

費
用
／
無
料（
申
込
不
要
）

問
／
東
北
歴
史
博
物
館

☎
3
6
8
・
0
1
0
6

旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場
12日㈫・26日㈫

10:50～11:30
城南小学校北側駐車場 13:30～14:00
城南小学校 14:30～16:00
高橋・発向興業駐車場 13日㈬・27日㈬ 10:00～10:30
ヨークベニマル多賀城店 10:50～11:30
多賀城東小学校 巡回の予定はありません
新田公民館脇

14日㈭・28日㈭
10:00～10:30

新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10:50～11:30
山王小学校 14:30～16:00
八幡・末の松山沖の井駐車場

5日㈫・19日㈫
10:00～10:30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10:50～11:30
アシスト多賀城 13:40～14:10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 震災の影響で巡回できません
桜木・県営住宅集会所前 6日㈬・20日㈬ 10:50～11:30
天真小学校 14:30～16:00
塩釜三中内駐車場 7日㈭・21日㈭ 10:00～10:30
丸山住宅集会所南側駐車場 10:50～11:30
多賀城八幡小学校 8日㈮・22日㈮ 14:30～16:00
大代地区公民館前駐車場 6日㈬・20日㈬ 10:00～10:30

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

6
月
の
納
付

▼
市
県
民
税
第
1
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
3
期

＊
納
期
限
は
7
月
2
日
㈪
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

［
市
へ
］

●
学
校
教
育
支
援
事
業
・
生
涯
学
習

支
援
事
業
・
文
化
財
保
護
事
業
寄
付
金

・
公
益
財
団
法
人　

奈
良
市
生

涯
学
習
財
団

　
（
奈
良
県
奈
良
市
杉
ケ
町
）

・
大
安
寺
西
小
学
校
児
童
会

　
（
奈
良
県
奈
良
市
大
安
寺
西
）

●
樹
木（
苗
木
）

・
館
林
市
農
業
委
員
会

　
（
群
馬
県
館
林
市
城
町
）

●
駿
河
小
町（
桜
の
苗
木
）

・
独
立
行
政
法
人　

日
本
芸
術

文
化
振
興
会

　
（
東
京
都
千
代
田
区
隼
町
）

●
ピ
ア
ノ（
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
各
1
台
）

・
医
療
法
人
ラ
イ
ヴ
ズ

　
（
仙
台
市
太
白
区
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・株
式
会
社
エ
ヌ・エ
ス・デ
ィ
ー

か
つ
庄（
八
幡
四
丁
目
）

・
ゆ
う
き
千
鶴
音
楽
事
務
所

　
（
高
崎
二
丁
目
）

・
笠
神
大
松
テ
レ
ビ
共
同
受
信

施
設
組
合（
笠
神
五
丁
目
）

・
花
柳
流
ひ
ろ
は
な
会

　
（
伝
上
山
三
丁
目
）

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

入
会
説
明
会

　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
大
歓

迎
！

日
時
／
6
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬

午
後
2
時
か
ら

会
場
／
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

�

（
中
央
二
丁
目
25
―
1
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
2
3
5
0

利用のお知らせ
●6月の休館日
	 毎週月曜日
	 月末休館日（29日）
	 （大代分室は当分の間休館）

●	改修工事に伴う休館
（本館）
　東日本大震災により建物被害が
あった箇所を修繕するため、下記
の期間休館となります。
　ご迷惑をおかけいたしますがよ
ろしくお願いします。
休館となる期間
　6月25日㈪～7月23日㈪まで

市立図書館
さざんか号の予定移　動

図書館

☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

催
し
・
講
座



2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号 26

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

く
ら
し
の
情
報

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号

2012年❖平成24年
広報多賀城 6月号27

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。■多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

く
ら
し
の
情
報

休日の診療

市 民 市民生活に関する相談窓口の紹介など
内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

行 政 公共機関の仕事に関する苦情、要望など
内線237～239
生活環境課

12日㈫10時～15時
市役所2階　市民相談室

法 律 事前に電話予約を
内線237～239
生活環境課

20日㈬11時～16時
市役所2階　市民相談室

人 権 人権問題でお困りの方
内線237～239
生活環境課

11日㈪10時～15時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活 消費生活のトラブル
内線237～239
生活環境課

平日8時30分～17時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 来所、電話での相談、家庭訪問など
☎767-6646
ぱれっと

平日、第2・第4日曜日9時～17時
ぱれっと（指定相談支援事業所）
身体障害のためにお困りの方

☎368-6300
社会福祉協議会

26日㈫10時～15時
社会福祉センター

心 配 ご と 生活問題でお困りの方
☎368-6300
社会福祉協議会

4日、11日、18日、25日各月曜日10時～15時
社会福祉センター

高 齢 者 介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待などのご相談
内線664
介護福祉課

平日8時30分～17時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地域）　☎368-6350
（西部地域）　☎309-3950
（東部地域）　☎363-4055

家 庭・ 児 童 虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）内線185

こども福祉課 平日9時～17時
市役所1階　こども福祉課

児 童・ 生 徒 の
不登校・悩み相談

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
10時～15時　市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日10時～16時

内線544
青少年育成センター

子ども専用無料相談電話 0120-7
ナ ヤ ミ
83-

・
7
ナ ー イ
01

塩 釜 保 健 所 母子・寡婦（生活相談、福祉資金貸し付け）、
思春期、こころ、エイズ、アルコール・薬
物関連、骨髄提供希望登録／予約制

☎706-1215
（仮移転先）

●�ＨＩＶ抗体検査、クラミジア抗体検査、
肝炎検査、骨髄バンク登録
6日㈬・20日㈬� 受付／10時～正午
※電話予約が必要（匿名で受付）、相談・検査は
原則無料（証明書が必要な場合は手数料あり）

こころの電話相談 ひとりで悩んでいませんか（眠りが浅い、
疲れやすい、自分をせめがち、落ち着かな
いなど）
平日10時～15時

☎080-3192-1880
医療法人菅野愛生会

女 性 ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性
2日㈯・18日㈪13時30分から

☎362-1934
多賀城交番

内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・
	 　祝日の受付時間と同じ）

歯　科
6月3日 桑折歯科医院　 塩竈市旭町3-13 365-2922

10日 鈴木忠明歯科医院 多賀城市中央2-13-11 368-0620

17日 丘の上の歯科医院 利府町加瀬字野中沢125-1 356-1033

24日 杉の入歯科医院 塩竈市杉の入3-2-1 362-0182

7月1日 渋井歯科医院 塩竈市宮町4-9 362-0637

宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
受付時間／毎日午後7時～午前8時
☎＃8000�（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）＊PHS不可
☎212-9390�（プッシュ回線以外の固定電話・PHS等用）

健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整等のため「年間カレンダー」に載せてい
る対象生年月日と異なることもあります。

3カ月～4カ月児 12日㈫・26日㈫� 受付 12:10～12:30
24年2月1日～24年2月26日生まれ

1歳6カ月児 13日㈬・27日㈬� 受付 12:10～12:30
22年11月13日～22年12月12日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

1日㈮� 受付 9:30～9:50
21年11月3日～21年11月25日生まれ

3歳児 14日㈭・28日㈭� 受付 12:10～12:30
20年11月13日～20年12月16日生まれ

母子健康手帳の●
交付　

4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪�受付 9:45～10:00
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級● 2日㈯� 受付 13:15～13:25
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着12組・予約制）

ことばの相談● 7日㈭� 受付 9:15～13:30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 25日㈪� 受付 9:20～10:00
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

ＢＣＧ接種● 25日㈪� 受付 9:30～10:00
24年2月18日～24年3月25日生まれの方とBCG接種
を受けていない3カ月～6カ月未満児。予防接種手帳の予
診票に記入し、母子健康手帳と体温計を持参してください。

予防接種手帳の●
交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付してい
ます。転入等でお持ちでない方は、母子健康手帳
を持参のうえ健康課窓口へおいでください。

成人健康相談●
（会場:市役所）　
問・内線132　

5日㈫� 受付 9:30～11:00
40歳以上で健康に心配のある方。保健師・栄養士
の健康・栄養相談、血圧・体重測定など（予約制）

西部児童センター事業
会場はすべて西部児童センター。申し込み、問い合わせは、同セン
ターへ直接または電話で。受け付けは午前９時から。
(参加対象者は市内居住者に限ります)� ☎368・4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用
おやこのひろば
いろいろなおもちゃあそび
図書館ボランティアによ
る読み聞かせ

6日㈬
10：15
～
11：15

1歳以上
の幼児と
保護者

どなたで
も 自 由
に 参 加
できます

無料

チャレンジ教室3
ニュースポーツにチャレンジ 13日㈬

15：00
～
16：00

小学生

みんなおいで
シャボン玉あそび 20日㈬

10：15
～
10：45

1歳以上の
幼児と保護
者15組

11日㈪
から

ちいさな七夕さま
七夕かざり作り
小さなささ竹のプレゼン
ト付き

27日㈬
10：15
～
11：15

2歳以上
の幼児と
保護者25
組

12日㈫
から

つくって遊ぼう♪①
オリジナルのうちわ作り
を楽しむ

7月
10日㈫�
11日㈬

15：00
～
16：00

小学生各
日 10 人
（先着順）

22日㈮
から

100円
（材料費）

市立図書館事業
問い合わせは、同館へ直接または電話で。� ☎367・1730

団体名 日　時 会　場

よつばのクローバー 5日㈫
19日㈫

11：00
～

11：30

市立図書館朗読サークル「多賀城」 6日㈬
20日㈬

15：00
～

15：30
図書館ボランティア
蒲公英

8日㈮
22日㈮ 11：00

～
11：30プーさんのおはなしや 16日㈯

スキップ 12日㈫ 山王地区公民館

●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
対　象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

親子クッキング お子さんと楽しく簡単調理、試食をします
日　　　時／6月29日㈮午前9時15分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／2～3歳児の親子12組（先着順）
費　　　用／1組400円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、汚れた場合の着替え
申 込 ・ 問／6月27日㈬まで健康課親子保健係へ�内線135、136

離乳食講習会（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／6月15日㈮午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者15組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込 ・ 問／6月12日㈫まで健康課親子保健係へ�内線135、136

子育てサポートセンター事業
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。費用は無料。
（参加対象者は市内居住者に限ります）� ☎389・2180

イベント名 日　時 会　場 対象・定員 申し込み
キッズデー
親子で音楽に合わせ
て楽しく体を動かし
ます。
講師：島貫照美氏
（親子ビクスインスト
ラクター）

19日㈫
10：30
～
11：30

文化
センター
3階和室

1歳 6カ 月
以上児と保
護者30組

11日㈪
午前9時
から

すくすくハッピー1
ふれあい遊び、子育て
についての情報提供
お母さん同士のフリ
ートーク

7月
10日㈫

10：15
～
11：30

子育て
サポート
センター

H23.12月～
H24.3 月 生
まれの乳児
と保護者20
組（申し込み
多数の場合
は新規の方
優先）

27日㈬
午前9時
から

すくすくハッピー2
栄養士からの離乳食
の話を聞きます。
お母さん同士のフリ
ートーク

7月
11日㈬

H23.7 月 ～
11月生まれ
の乳児と保
護者20組（申
し込み多数
の場合は新
規の方優先）

プレママ
子育てサポートセンター
の紹介�先輩ママ、赤ち
ゃんとのふれあい
フリートーク

7月
17日㈫

妊娠6カ月
以 降 の 方
（安定して
いる方）

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。申し込み、問い合わせは、同館
へ直接または電話で。
（参加対象者は市内居住者に限ります。）� ☎362・0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み・費用
おもちゃランド
おもちゃ遊び、体操、絵
本などの読み聞かせ。
※�7日㈭はくれよんさん
によるおはなし会

※�14日㈭身体測定（幼
児対象）

��7日㈭
14日㈭

10：15
～
11：30 乳幼児と

保護者
どなたでも
自由に参加
できます

無料

おはなしランド
図書館ボランティアさ
んによるおはなし会

20日㈬
11：00
～
11：15

流しそうめん
夏の風物詩、流しそ
うめんをたべよう。

23日㈯
9：30
～
11：30

小学生
30人

（先着順）

11日㈪15時
から費用持参
の上、直接来
館ください

150円
（材料代）

サラサラ七夕かざり
親子で七夕の製作
や、流しそうめんの
体験

27日㈬
10：15
～
11：30

2歳以上
の幼児と
保護者・
30組

11日 ㈪9時
から費用持参
の上、直接来
館ください

100円
（材料代）

いっしょに遊ぼう
1歳児
みんなで楽しく遊びます。

29日㈮
10：30
～
11：15

1歳児と
保護者

どなたでも自由
に参加できます 無料

そのほかのイベント
多賀城月の市こども元気祭り、縄文体験アンギン編み、親
子体操教室(詳しくは24ページをご覧ください)

6 月の相談 相談方法など詳しくは
各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135・136　会場：母子健康センター

みんな集まれ～！
キッズ・ジュニアイベント

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至塩釜

西塩釜
駅

下馬駅

育てられなくなった犬や猫の引き取り
14日㈭・28日㈭10：00～12：00
宮城県塩釜保健所（仮移転先：鶴ケ谷一丁目4-1）で
問／塩釜保健所�☎367-7051



　
平
成
23
年
7
月
、
東
北
学
院
大
学
工
学
部
キ
ャ

ン
パ
ス
北
側
に
あ
る
高
崎
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、

切き
り

石い
し

を
積
み
上
げ
た
地
下
施
設
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
の
建
物
跡
を
発
見
し
ま
し
た
。
地
下
施
設
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
頑
丈
な
ふ
た
で
ふ
さ
が
れ
、

東
西
30
ｍ
以
上
に
も
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
た

を
外
し
地
下
に
潜も

ぐ
る
と
幅
・
高
さ
と
も
1
ｍ
の
ト

ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し

た
平
ら
な
床
が
東
に
延
び
て
い
ま
し
た
。
ト
ン
ネ

ル
を
進
む
と
南
に
枝
分
か
れ
す
る
箇
所
が
あ
り
、

そ
の
先
端
部
は
建
物
跡
と
連
結
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
多
賀
城
市
内
で
こ
の
よ
う
な
地
下
施
設
が
発
見

さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
調
査
も
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

を
繰
り
返
し
な
が
ら
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床
は
れ
ん
が
敷

き
の
床
を
造
り
変
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
改
修
の
時
期
は
終
戦
後
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、こ
の
よ
う
に
調
査
が
進
展
す
る
に
従
い
、

多
賀
城
海
軍
工こ

う

廠し
ょ
うの

こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し

た
。
海
軍
工
廠
の
建
設
は
、
軍ぐ

ん
需じ

ゅ
の
増
大
と
生
産

力
の
拡
充
を
目
的
と
し
て
、
日
本
海
軍
に
よ
り
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
多
賀
城
海
軍
工
廠
は
昭
和
14
年

に
建
設
計
画
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
19
年
に
大
部
分

の
施
設
が
完
成
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
東
北
学
院
大
学
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に

は
男
子
工
員
寄き

宿し
ゅ
く

舎し
ゃ

や
無
線
送
信
所
用
地
な
ど
海

軍
工
廠
の
関
連
施
設
が
置
か
れ
て
い
て
、
今
回
発

見
し
た
地
下
施
設
や
建
物
跡
は
無
線
送
信
所
用
地

と
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
海
軍
工
廠
の
関
連
施
設
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
終
戦
後
、
多
賀
城
海
軍
工
廠
は
現
状
保
持
の
ま

ま
ア
メ
リ
カ
軍
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
は
ア

メ
リ
カ
製
の
歯
磨
き
粉
の
ふ
た
や
、「
Ｕ
Ｓ
Ａ　
Ｑ

Ｍ
Ｃ
」（
ア
メ
リ
カ
陸
軍
需じ

ゅ

品ひ
ん

科か

）の
刻
印
が
あ
る

テ
ー
ブ
ル
ナ
イ
フ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
海
軍
工
廠
に
関
す
る
施
設
は
多
く
が
取
り
壊
さ

れ
、
そ
の
面
影
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
発
見
し
た
こ
れ
ら
貴
重
な
資
料
も
再

び
地
中
に
埋
め
戻
さ
れ
、
今
は
静
か
な
眠
り
に
つ

い
て
い
ま
す
。

多賀城市文化センターよりお知らせ（指定管理者：ＪＭ共同事業体）

人口と世帯数（4月末現在） 人口 61,884人（＋718人） 世帯数 24,842世帯（＋642世帯）※（　）は前月比です。

■公演のご案内■

「マツケンサンバ」の振付師でおなじみの真島茂樹も
サイモン王役で出演！
ミュージカル「王様と私」
日時／7月10日㈫
　　　開演：午後1時（開場：午後0時30分）
会場／市民会館（文化センター内）大ホール
料金／全席指定 3,500円（＊未就学児入場不可）
　　　演劇文化普及のため低料金となっています

時事ネタを得意とする日本のコント集団
ＴＨＥ ＮＥＷＳＰＡＰＥＲ　多賀城上陸！

日時／8月11日㈯
　　　開演：午後2時（開場：午後1時30分）
会場／市民会館（文化センター内）大ホール
料金／全席指定 4,500円
前売開始／6月9日㈯ 午前10時から文化センター窓口にて
友の会先行予約／6月8日㈮ 午前10時から電話予約のみの受け付け

＊＊＊チケット購入など…詳しくはお問い合わせいただくか文化センターホームページをご覧ください＊＊＊
6月の休館日／4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪
問／多賀城市文化センター　☎368-0131　ホームページ　http://tagajo-bunka.jp

広
報
多
賀
城
6
月
号
❖
通
巻
4
8
4
号 

平
成
24
年【
2
0
1
2
年
】6
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
と
、
植
物
性
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
3
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
31
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

歴
史
の
風
⑫

�

謎
の
地
下
施
設
―
海
軍
工
廠
関
連
施
設
―

▲切石を積み上げた地下施設

チケット発売中

最 新 情 報

紫吹淳 松平健
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